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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家

族
お
揃
い
で
、
健
や
か
に
夢
と
希
望
に
満
ち

た
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
の
地
方
財
政
の
状
況
は
、
増

加
し
続
け
る
社
会
保
障
費
な
ど
、
先
行
き
に

不
透
明
感
が
残
る
も
の
の
、
わ
が
国
の
経
済

状
況
は
緩
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
り
、
昨
年

は
本
市
に
お
い
て
も
、
税
収
の
増
加
な
ど
の

回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
は
、
合
併
後
、
最

初
の
「
久
喜
市
総
合
振
興
計
画
」
を
昨
年
３

月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
が

目
指
す
将
来
像
「
豊
か
な
未
来
を
創
造
す
る

個
性
輝
く
文
化
田
園
都
市
〜
人
と
愛　
水
と

緑　
市
民
主
役
の
ま
ち
〜
」
の
実
現
に
向
け

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
年

を
迎
え
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
市
議
会
を
代
表
し
て
謹

ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
、
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
は
合
併
後
４
年
目
を
迎
え
て

お
り
、
こ
の
間
私
た
ち
市
議
会
議
員
も
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
の
皆
様
の

目
線
に
立
つ
こ
と
を
常
に
心
掛
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
一
昨
年
、
市
議
会
と
し

て
存
続
を
求
め
る
意
思
を
表
明
し
た
埼
玉

た
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
り
、
今
後
は
、
こ

の
計
画
を
指
針
と
し
て
、久
喜
市
の
発
展
と
、

市
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
を
積

極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
は
、
自
宅
等
か
ら
目
的
地
ま

で
乗
り
合
い
で
移
動
で
き
る
デ
マ
ン
ド
交
通

を
導
入
し
ま
し
た
。
圏
央
道
の
整
備
が
進
む

こ
と
に
よ
る
広
域
的
な
交
通
は
も
ち
ろ
ん
、

市
内
の
交
通
利
便
性
の
向
上
を
図
る
べ
く
、

幹
線
道
路
の
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
築
後
33
年
が
経
過
す
る
本
庁
舎
の

耐
震
化
整
備
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

来
庁
す
る
市
民
の
皆
様
を
守
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
災
害
対
策
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
公
共
施
設

や
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
な
ど
、防
災
・
減
災

県
立
久
喜
図
書
館
に
つ
い
て
、
昨
年
11
月
に

は
、
埼
玉
県
よ
り
「
建
物
の
耐
震
改
修
を
し

て
当
面
存
続
」
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
市
議
会
と
し
て
一
定
の
成

果
が
あ
げ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
様
の
声
に
真し

ん

摯し

に
耳
を

傾
け
る
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
複
雑
・
多
様

化
す
る
社
会
情
勢
を
的
確
に
捉
え
た
上
で
、

行
政
施
策
と
し
て
、
今
何
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
を
把
握
し
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
本

市
の
発
展
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、市
議
会
で
は
、市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
、
「
分
か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議
会
」
を

実
現
す
る
た
め
に
、
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
常
任

委
員
会
を
各
総
合
支
所
等
で
開
催
す
る
な
ど
、

に
資
す
る
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
老
朽
化
し
た
「
さ
く
ら
保
育

園
」
の
改
築
工
事
を
行
い
、
本
年
4
月
か
ら

は
定
員
を
拡
大
し
、
待
機
児
童
を
発
生
さ
せ

な
い
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
、子
育
て
の
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
多
く
の
事
業
を
円
滑
に

進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
職
員
の
接
遇
力

「
お
も
て
な
し
力
」
の
向
上
に
も
併
せ
て
務

め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
久
喜
市
の
発
展
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
と

と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
議
会
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
ご
意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
、
議
員
全
員
が
、
将
来
に
わ
た
っ

て
、
安
心
し
て
、
安
全
に
住
み
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
久
喜
市
を
目
指
し
、
最
大
限
の
努

力
を
続
け
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

久喜市議会議長

鎌
かま

　田
た

　忠
ただ

　保
やす

久喜市長

田
た

　中
なか

　暄
けん

　二
じ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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日程　２月３日㈪～14日㈮　各９時30分～12時／13時～16時
※土・日曜日、祝日、２月４日㈫を除く
場所　税理士事務所（日程により担当事務所が変わります。）
対象　所得税が還付される方で、年金を受けている方、給与所得者で医療費控除を
受ける方、年の中途で退職または就職した方
※無料とならない場合もありますので、必ず事前に電話でご確認ください。
問合せ　関東信越税理士会春日部支部事務局　☎048－738―7470（９時30分～12時
／13時～16時）

　
次
の
ペ
ー
ジ
の
日
程
表
の
と
お
り
、
地
区

別
に
各
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
各
９
時
〜
11
時
／
13
時
〜
16
時

※
番
号
札
の
配
布
は
８
時
30
分
か
ら
開
始
し

　
ま
す
。
混
雑
の
状
況
に
よ
り
、
午
前
中
の

　
受
け
付
け
を
早
め
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た

　
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
申
告
書
（
郵
送
さ
れ
た
方
）

②
印
鑑

③
所
得
を
証
明
す
る
資
料
（
給
与
や
年
金
の

　
源
泉
徴
収
票
、
支
払
調
書
等
）

④
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
、
地
震

　
保
険
料
等
の
控
除
証
明
書　

⑤
社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
税
・
国
民

　
年
金
な
ど
）
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

⑥
学
生
の
方
は
学
生
証

⑦
そ
の
他
参
考
と
な
る
も
の
（
障
害
者
手
帳

　
な
ど
）

⑧
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
医
療
費
の
領

　
収
書
（
お
む
つ
代
に
つ
い
て
は
お
む
つ
使

　
用
証
明
書
も
必
要
）
お
よ
び
保
険
で
補ほ

填て
ん

　
さ
れ
た
金
額
が
分
か
る
も
の
（
医
療
費
は

　
事
前
に
集
計
し
、
医
療
費
の
明
細
書
を
記

　
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
）

⑨
還
付
申
告
の
方
は
預
金
口
座
番
号
の
分
か

　
る
も
の

　
次
の
方
は
、
市
の
受
付
会
場
で
は
申
告
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
、
春
日
部
税
務
署

で
確
定
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
雑
損
控
除
の
あ
る
方
（
た
だ
し
、
東
日
本

　
大
震
災
に
よ
り
瓦
の
損
害
を
受
け
、
修
繕

　
費
用
が
50
万
円
未
満
の
方
の
み
受
け
付
け

　
ま
す
。
瓦
の
修
繕
費
用
が
分
か
る
も
の
の

　
写
し
お
よ
び
保
険
で
補ほ

填て
ん

さ
れ
た
金
額
が

　
分
か
る
も
の
の
写
し
が
必
要
で
す
。)

●
災
害
減
免
法
の
適
用
を
受
け
る
方

●
青
色
申
告
の
方

●
分
離
課
税
所
得
（
土
地
・
建
物
・
株
式
・

　
山
林
・
退
職
等
）
の
あ
る
方

●
農
業
・
事
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
で

　
「
収
支
内
訳
書
」を
作
成
さ
れ
て
い
な
い
方

●
配
当
所
得
の
あ
る
方

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
あ
る
方

●
還
付
申
告
で
源
泉
徴
収
票
の
な
い
方

●
過
年
分
の
申
告
の
方

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
た
方
で
領
収

　
書
に
医
療
費
控
除
対
象
額
が
記
載
さ
れ
て

　
い
な
い
も
の
が
あ
る
方

２
月
17
日
㈪
か
ら
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
き
、
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
（
２
月
23
日

㈰
、
３
月
２
日
㈰
は
受
け
付
け
ま
す
）
。

　
ま
た
、
春
日
部
税
務
署
で
は
１
月
上
旬
か

ら
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

な
ど
の
還
付
申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、春
日
部
税
務
署
で
の
確
定
申
告
は
、

市
・
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告
は

２
月
17
日
㈪
か
ら
３
月
17
日
㈪
ま
で

受　

付　

会　

場

　

平
成
26
年
度
市
・
県
民
税
、
平
成
25
年
分
所
得
税
の
申
告
の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
、
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

春
日
部
税
務
署
で
確
定
申
告
す
る
方
、
勤
務
先
や
年
金
支
払
者
な
ど
か
ら
給
与
や
年
金

の
支
払
報
告
書
が
市
役
所
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方
で
他
の
所
得
の
な
い
方
は
、
市
・
県
民

税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
分
か
ら
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
他

の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
方
は
、
確
定
申
告
不
要
制
度
（
所
得
税
の
還
付
申
告
を
除
く
）

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の

各
種
控
除
（
扶
養
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険
料
控
除
等
）

を
受
け
る
方
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
の
な
い
方
で
も
介
護
保
険
料
や
国
民
健
康
保
険
税
等
の
算
定
基
準
と
す
る

た
め
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
税
課
市
民
税
係
（
内
線
２
６
８
４
）
／
各
総
合
支
所
税
務
課
（
菖
蒲
・
内

　
　
　
　

線
１
３
０
／
栗
橋
・
内
線
２
２
５
／
鷲
宮
・
内
線
１
４
８
）

受　

付　

時　

間

申
告
に
必
要
な
も
の

市
の
受
付
会
場
で
で
き
な
い

確
定
申
告

税理士による所得税の還付申告無料相談
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【久喜会場】
期　日 対　象　地　区 会　場

２月17日㈪ 樋ノ口、原、除堀 ※江面第二小学校
新館１階理科室

18日㈫ 吉羽
ふれあいセンター
久喜３階会議室

19日㈬ 青葉１丁目
20日㈭ 青葉２～５丁目
21日㈮ 栗原、青毛
23日㈰ 指定日および他の平日に申告できない方

久喜市役所
４階会議室

24日㈪ 江面、下早見
25日㈫ 南
26日㈬ 久喜東１～３丁目
27日㈭ 久喜東４～６丁目

28日㈮ 上清久、所久喜、六万部、北中曽根 清久コミュニティセンター集会室
３月３日㈪ 久喜中央

久喜市役所
４階会議室

４日㈫ 下清久、上早見、久喜北
５日㈬ 野久喜、古久喜
６日㈭ 本町１～５丁目
７日㈮ 本町６～８丁目
10日㈪ 上町、久喜本
11日㈫ 西、久喜新
12日㈬ 北青柳、太田袋
13日㈭

指定日に申告できない方14日㈮
17日㈪

【菖蒲会場】
期　日 対　象　地　区 会　場

２月17日㈪ 菖蒲（１区、２区、３区、４区）

菖蒲総合支所
４階

（菖蒲コミュニ
ティセンター
第１集会室）

18日㈫ 菖蒲（５区、６区）19日㈬
20日㈭ 菖蒲（７区、８区）
21日㈮ 菖蒲（34区）、新堀（９区）
23日㈰ 指定日および他の平日に申告できない方
24日㈪ 菖蒲（34区）、新堀（９区）
25日㈫ 新堀（10区）
26日㈬ 新堀（11区）、三箇（12区）
27日㈭ 三箇（13区、14区、15区）28日㈮

３月３日㈪ 三箇（16区）、台（17区）

４日㈫ 台、河原井（18区、19区)､小林（21区）
５日㈬ 小林（20区、22区、23区）
６日㈭ 小林（24区）
７日㈮ 小林（25区）
10日㈪

下栢間（26区、27区）、
柴山枝郷（32区）11日㈫

12日㈬

13日㈭ 下栢間（28区）、柴山枝郷（31区)､上大崎（33区）
14日㈮ 上栢間（29区、30区）
17日㈪ 指定日に申告できない方

【栗橋会場】
期　日 対　象　地　区 会　場

２月17日㈪ 伊坂合併区、伊坂苑

栗橋総合支所
２階

第１・２会議室

18日㈫ 栗橋合併区、旭町２丁目、伊坂７丁目
19日㈬ 栗橋東１丁目、伊坂２丁目
20日㈭ 新町、旭町３丁目
21日㈮ 栗橋中央１～２丁目
23日㈰ 指定日および他の平日に申告できない方
24日㈪ 中里、島川、新井、狐塚
25日㈫ 佐間
26日㈬

伊坂１丁目、河原代27日㈭
28日㈮

３月３日㈪ 高柳
４日㈫ 栗橋東３丁目、間鎌
５日㈬ 栗橋東４丁目、栗橋東６丁目
６日㈭ 栗橋北２丁目、栗橋東５丁目
７日㈮ 小右衛門、緑１丁目
10日㈪ 栗橋東２丁目、北広島
11日㈫ 栗橋北１丁目、松永
12日㈬ 南栗橋１～４丁目
13日㈭ 南栗橋５～９丁目
14日㈮ 南栗橋10～12丁目
17日㈪ 指定日に申告できない方

【鷲宮会場】
期　日 対　象　地　区 会　場

２月17日㈪ 久本寺、間之道、宿、椎名

鷲宮総合支所
４階会議室

18日㈫ 鷲宮ハイツ、長沢
19日㈬ 本町、仲町、新町
20日㈭ 砂原、上町、粟原
21日㈮ 旭町、鷲宮６丁目、池の台
23日㈰ 指定日および他の平日に申告できない方
24日㈪ 葛梅、下新井
25日㈫ わし宮団地１街区、わし宮団地３街区 鷲宮児童館26日㈬ わし宮団地２街区

27日㈭ 桜田３丁目駅前通り、桜田３丁目公園通り、東鷲宮小学校通り、東大輪新田
鷲宮東

コミュニティ
センター
（さくら）28日㈮ 桜田４丁目、東鷲宮駅前ハイツ、東鷲宮駅前プラザ

３月３日㈪ 桜田１丁目中、桜田北、桜田１丁目
南、桜田２丁目南、桜田１丁目シン
フォニー

鷲宮総合支所
４階会議室

４日㈫

５日㈬ 東大輪上、東大輪下、下出、東鷲宮
ウエストハイツ、原、河原（西大輪
１、２、３、４、５丁目）６日㈭

７日㈮ 中島、下陰、中内出
10日㈪ 大栄、角栄

11日㈫ 八甫上、八甫本村、八甫新田、八甫本郷
12日㈬ 外野、上川崎、栄１丁目
13日㈭

指定日に申告できない方14日㈮
17日㈪

※江面第二小学校については、児童の登校時間および施設管理
上、８時前の来場はご遠慮ください。

平成26年度市・県民税、平成25年分所得税　申告受付日程表
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対
象

受
付
日
時

会
場

給与所得者の
医療費控除

２
月
５
日
㈬　
　

９
時
30
分
〜
10
時

ふれあいセンター久喜
３階会議室１～５

２
月
５
日
㈬　
　

13
時
〜
13
時
30
分

公的年金等

２
月
６
日
㈭　
　

９
時
30
分
〜
10
時

２
月
６
日
㈭　
　

13
時
〜
13
時
30
分

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
あ
り
、
次
に

該
当
す
る
方

●
給
与
所
得
者
の
医
療
費
控
除
…
給
与
所
得

　
の
み
で
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
方

●
公
的
年
金
等
所
得
者
…
公
的
年
金
等
所
得

　
と
給
与
所
得
の
み
の
方

※
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
そ
の

　
年
中
支
払
っ
た
医
療
費
の
実
費
負
担
額
が

　
10
万
円
（
ま
た
は
、
所
得
が
２
０
０
万
円

　
以
下
の
方
は
そ
の
５
％
）
を
超
え
た
場
合

　
で
す
。

医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
方

●
平
成
25
年
分
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

公
的
年
金
等
の
所
得
が
あ
る
方

●
平
成
25
年
分
の
公
的
年
金
お
よ
び
給
与
の

　
全
て
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

●
控
除
証
明
書
等
、
社
会
保
険
料
（
国
民
健

　
康
保
険
税
・
国
民
年
金
等
）
の
領
収
書
・

　
証
明
書
な
ど

●
そ
の
他
参
考
と
な
る
も
の
（
障
害
者
手
帳

　
等
）

【
共
通
】

●
医
療
費
の
領
収
書

●
保
険
等
で
補ほ

填て
ん

さ
れ
た
金
額
が
分
か
る
も

　
の
（
家
族
療
養
費
付
加
金
、
高
額
療
養
費
、

　
生
命
保
険
契
約
に
よ
る
給
付
金
な
ど
）

●
印
鑑
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
計
算
用
具

●
預
金
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
各
日
10
時
、
13

 
時
30
分
か
ら
申
告
書
記
載
等
の
説
明
を
始

　
め
ま
す
。
申
告
書
提
出
ま
で
に
2
時
間
程

　
度
か
か
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　東日本大震災からの復興に関
し、地方公共団体が緊急に実施
する防災・減災事業に必要な財
源を確保するため、地方税の臨
時特例法が制定され、平成26年
度から平成35年度までの10年
間、個人市・県民税の均等割の
税額が、それぞれ500円引き上
げられます。
　均等割の税額は、個人市民税
が、現行3,000円から3,500円に、
個人県民税が、現行1,000円か
ら1,500円にそれぞれ引き上げ
られます。
問合せ　市民税課市民税係（内
線2684）／各総合支所税務課
（菖蒲・内線130／栗橋・内線
225／鷲宮・内線148）

　介護保険要介護認定を受けている方に、所得税、市・県民税の申告用
の「おむつ使用の確認書」を発行しますので、必要な方は申請してくだ
さい。この確認書は、医療費控除を受ける際に、医師が発行する「おむ
つ使用証明書」に代わるものです。
対象　介護保険要介護認定を受けていて、おむつ代についての医療費控
除を受けるのが２年目以降の方
※一定の要件がありますので、詳しくはお問い合わせください。

　介護保険要介護認定を受けている方に、所得税、市・県民税の申告用
の「障害者控除対象者認定書」（平成25年分）を発行しますので、必要
な方は申請してください。なお、身体障害者手帳等の交付を受けている
方で、手帳等により控除を受ける場合は申請の必要はありません。
対象　65歳以上で要介護認定を受けている方または対象者を扶養してい
る方（要支援１・２認定者を除く）
判定基準日　平成25年12月31日㈫

【①・②共通】

申請期間　１月17日㈮～３月17日㈪　交付手数料　１件300円
持参するもの　対象者の介護保険被保険者証、窓口に来る方の本人確認
ができるもの

申請先・問合せ　介護福祉課高齢者福祉係（内線3262）／各総合支所福
祉課（菖蒲・内線150／栗橋・内線235／鷲宮・内線173）

申請先・問合せ　介護福祉課介護認定係（内線3268）／各総合支所福祉
課（菖蒲・内線151／栗橋・内線235／鷲宮・内線173）

給
与
所
得
者
の
医
療
費
控
除
・
公
的
年
金
等
所
得
者

還
付
申
告
（
確
定
申
告
）
の
お
知
ら
せ

　
２
月
17
日
㈪
か
ら
始
ま
る
申
告
相
談
会
は
、
大
変
混
雑
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
る
説
明
会
を
利
用
し
て
、
早
め
の
還
付
申
告
（
確
定
申
告
）
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
こ
の
説
明
会
は
、
税
理
士
会
春
日
部
支
部
の
税
理
士
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
自
分
で
申

告
書
を
作
成
し
、
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
説
明
会
お
よ
び
確
定
申
告
期
間
内
に

申
告
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
春
日
部
税
務
署
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
春
日
部
税
務
署　
☎
０
４
８
・
７
３
３
・
２
１
１
１
／
市
民
税
課
市
民
税
係
（
内

　
　
　
　
線
２
６
８
５
）

還
付
申
告
（
確
定
申
告
）
で
き
る
方

還
付
申
告（
確
定
申
告
）に
必
要
な
も
の

説　

明　

会　

日　

程

平成26年度から
個人市・県民税の
均等割が引き上げに

なります。

◆②「おむつ使用の確認書」を発行します

◆①「障害者控除対象者認定書」を発行します
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意見・質問等の集計
分類 件数

健康・医療 10件
環境 ４件
教育・文化 ７件
道路・交通 20件
生活基盤整備 ５件
福祉 ３件
産業・労働 ０件
その他 20件

合計 69件

※意見・質問等の集計は、当日の発言と
文書で提出されたものの集計です。

　
平
成
25
年
７
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
・
13
日
㈯
に
市
内
５
会
場
で
、「
市
民
懇
談
会
〃
市
民
と

の
元
気
ア
ッ
プ
懇
談
会〃

」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
田
中
市
長
が
市
政
の
現
況
や
平
成
25
年
度
の
主
要
事
業
等
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
政
全
般
に
関
し
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、
市
民
目
線
に
よ
る
行
政
を
進
め
て
い
く
た
め

に
開
催
し
た
市
民
懇
談
会
。
延
べ
３
１
３
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
く
と
と
も

に
多
く
の
ご
意
見
・
ご
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
こ
の
懇
談
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
の
一
部
を
抜
粋

し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
懇
談
会
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、
市
民
参
加
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市
民
参
加
コ
ー
ナ
ー
設
置
場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
各
総
合
支
所
、
公
文
書
館
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜
、
中
央
・
東
・
西
・
森
下
・
栗
橋
・
鷲
宮
の
各
公
民
館
、
菖
蒲
・
栗
橋

の
各
文
化
会
館
、
栗
橋
・
鷲
宮
東
・
鷲
宮
西
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
菖
蒲
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
、中
央
・
鷲
宮
の
各
図
書
館
、総
合
第
１
体
育
館
、栗
橋
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、

菖
蒲
・
鷲
宮
の
各
温
水
プ
ー
ル

問
合
せ　
広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
係
（
内
線
５
９
１
２
）

市民懇談会市民懇談会““市民との元気アップ懇談会市民との元気アップ懇談会””

　　懇談の概要を報告します懇談の概要を報告します

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
参
加
者
69
人
）

７
月
６
日
㈯　

９
時
30
分
〜
11
時
32
分
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▲イトーピアの車道と歩道の段差

【
意
見
等
】
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
タ
イ
ル
が

剥
が
れ
て
る
の
で
、
す
ぐ
に
対
応
し
て
く
だ

さ
い

　
三
箇
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
タ
イ
ル
が
割
れ

て
段
差
が
で
き
て
い
ま
す
。
一
部
で
は
タ
イ

ル
が
剥
が
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
掛
け
て
い
る
状
況
で
す
。
シ
ー
ト

に
足
を
掛
け
て
転
ぶ
危
険
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
教
師
も
非
常
に
苦
慮
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
久
喜
市
の
将
来
を
担
う
大
事
な
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
し
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】
老
朽
化
し
た
小
学
校
の
プ
ー
ル
は

改
築
し
て
い
ま
す
。
三
箇
小
学
校
の
プ
ー
ル

の
タ
イ
ル
の
剥
が
れ
も
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。

　
大
規
模
な
改
修
で
す
と
予
算
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
危
険
な
箇
所
は
素
早
い
対
応
で

手
直
し
を
し
て
、
危
険
の
な
い
状
態
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
近
々
危

険
箇
所
の
改
修
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
意
見
等
】
菖
蒲
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
整
備

内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
下
栢
間
地
区
で
は
圏
央
道
関
係
の
工
事
が

進
ん
で
い
ま
す
。
な
か
で
も
菖
蒲
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
の
建
設
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
話
を

聞
き
ま
す
。
以
前
は
地
域
の
活
性
化
等
の
た

め
に
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
特
別
に
で
き
る
と
聞
い
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
自
動
販
売

機
と
ト
イ
レ
の
設
置
の
み
に
な
る
と
い
う
話

を
聞
き
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
分

か
る
範
囲
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】
圏
央
道
の
開
通
は
、
こ
れ
ま
で
平

成
26
年
度
以
降
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
25
年
６
月
14
日
の
記
者
発
表
で
平
成
26

年
度
の
開
通
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
菖
蒲

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
桶
川
北
本

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
が
約
６
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
白
岡
菖
蒲
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で

が
約
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
国
と
話
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
利
用
者
や
費
用
対
効
果
な
ど
の
面
か

ら
、
国
か
ら
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
設
置
は
少
し
難
し
い
と
い
う
話
を
聞
い
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
販
売
機
と
ト
イ
レ
の
設
置
だ

け
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
休
憩
施
設
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
設
置
計
画
も
あ

る
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
固
ま
っ
た
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
圏
央
道
の
利
用
者
に
不
自
由
を

か
け
な
い
よ
う
な
施
設
を
整
備
し
た
い
と
い

う
意
向
の
よ
う
で
す
。

【
意
見
等
】
栗
橋
駅
東
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
市
か
ら
具
体
的
な
提
案
を
し
て
く
だ
さ
い

　
駅
東
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
栗
橋
町

時
代
に
発
足
し
て
か
な
り
の
年
月
が
経
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
、
駅
東
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
方
策
が
出
て
い
ま
せ
ん
。

市
か
ら
具
体
的
な
案
を
出
し
て
も
ら
い
、
そ

れ
に
基
づ
き
地
権
者
を
含
め
た
推
進
協
議
会

メ
ン
バ
ー
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
協
議

を
進
め
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

【
回
答
】
駅
東
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
、

新
市
に
な
っ
て
か
ら
も
駅
前
の
団
体
の
皆
さ

ま
と
研
修
等
を
重
ね
て
い
ま
す
。
市
で
は
総

合
振
興
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
協

議
を
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
進
歩
が
な

い
状
況
で
す
。
今
後
も
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
等
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、多
額
の
費
用
が
掛
か
り
ま
す
の
で
、

特
に
駅
の
重
点
地
区
等
を
基
準
に
し
た
検
討

を
は
じ
め
、
堤
防
強
化
事
業
等
も
控
え
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
地
域
も
含
め
て
も
う

一
度
皆
さ
ま
と
協
議
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
旧
栗
橋
町
の
と
き
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
難
題

が
あ
り
ま
す
の
で
、
久
喜
市
に
な
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
す
ぐ
に
事
業
が
進
む
も
の
で
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
意
見
等
】
イ
ト
ー
ピ
ア
の
車
道
と
歩
道
の

段
差
の
解
消
を
し
て
く
だ
さ
い

　
イ
ト
ー
ピ
ア
の
北
東
に
走
っ
て
い
る
中
心

道
路
が
地
盤
沈
下
し
て
い
ま
す
。
歩
道
も
下

が
っ
て
い
ま
す
。
高
低
差
は
か
な
り
あ
り
ま

す
が
、
地
盤
沈
下
は
す
で
に
沈
静
し
て
い
ま

す
。
危
険
な
状
態
で
す
の
で
、
工
事
計
画
が

で
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。

【
回
答
】
イ
ト
ー
ピ
ア
の
道
路
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
に
調
査
を
実
施
し
、
低
い
と
こ

ろ
で
は
10
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
極
端
に
段

差
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
20
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
段
差
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
対
応
と
し
て
は
、
で
き
れ
ば
歩
道
を
下
げ

た
い
の
で
す
が
、
周
囲
の
家
の
塀
が
高
い
こ

と
も
あ
っ
て
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
脇
道
に
入
る
取
り
付
け
道
路
が
低

い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
部
分
を
少
し
上
げ
る

こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
交
差
点
の
歩
道
の

段
差
の
解
消
や
車
道
を
上
げ
る
こ
と
な
ど
も

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
も
う
少
し

時
間
を
掛
け
て
対
応
を
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

※
歩
道
の
段
差
を
交
差
点
ご
と
に
切
り
下
げ

る
方
向
で
、
地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
翌
年
度
以
降
、
ま

ず
測
量
・
設
計
か
ら
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●市民懇談会“市民との元気アップ懇談会”懇談の概要を報告します●

栗
橋
文
化
会
館
（
参
加
者
64
人
）

７
月
６
日
㈯　

14
時
〜
15
時
58
分
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▲建設中の圏央道

【
意
見
等
】
Ｊ
Ａ
埼
玉
県
厚
生
連
久
喜
総
合

病
院
の
救
急
医
療
の
受
け
入
れ
態
勢
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
茨
城
県
の
土
浦
協
同
病
院
は
、
普
通
病
棟

と
緊
急
医
療
病
棟
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ

て
、
Ｊ
Ａ
埼
玉
県
厚
生
連
久
喜
総
合
病
院
の

３
倍
く
ら
い
の
規
模
で
す
。
Ｊ
Ａ
埼
玉
県
厚

生
連
久
喜
総
合
病
院
に
も
同
じ
よ
う
な
整
備

を
期
待
し
ま
す
。
救
急
医
療
の
受
け
入
れ
態

勢
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】
Ｊ
Ａ
埼
玉
県
厚
生
連
久
喜
総
合
病

院
で
は
、
通
常
、
救
急
専
門
医
を
常
駐
さ
せ

て
看
護
師
、
検
査
技
師
な
ど
６
人
体
制
で
受

け
入
れ
を
実
施
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
４
月
以
降
は
、
医
師
の

派
遣
元
か
ら
新
た
に
週
３
日
、
非
常
勤
の
医

師
を
追
加
で
派
遣
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
今
後
、
救
急

専
門
医
等
の
さ
ら
な
る
充
実
を
お
願
い
す
る

た
め
、市
長
が
院
長
等
と
、大
学
医
学
部
に
出

向
い
て
医
師
の
派
遣
要
請
を
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
状
況
で
す

が
、
平
成
24
年
は
久
喜
地
区
消
防
組
合
管
内

で
６
０
０
０
件
弱
の
搬
送
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
約
２
６
０
０
件
を
Ｊ
Ａ
埼
玉
県
厚
生

連
久
喜
総
合
病
院
が
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
久
喜
市
を
含
め

た
６
市
２
町
の
救
急
医
療
圏
で
運
用
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
埼
玉
県
厚
生
連
久
喜
総

合
病
院
が
約
２
６
０
０
件
、
済
生
会
栗
橋
病

院
が
約
２
３
０
０
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
６

市
２
町
管
内
の
約
29
％
は
、
こ
の
２
病
院
が

救
急
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

【
意
見
等
】
空
き
家
条
例
の
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　
草
刈
り
な
ど
の
管
理
が
必
要
な
空
き
家
や

空
き
地
が
あ
り
ま
す
。
市
に
持
ち
主
を
確
認

し
よ
う
と
し
て
も
個
人
情
報
の
た
め
教
え
て

も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

市
に
依
頼
を
し
て
、
市
か
ら
持
ち
主
に
連
絡

を
取
っ
て
草
刈
り
を
し
て
も
ら
う
よ
う
な
こ

と
を
毎
年
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
に
関
す
る
条
例
が
で
き
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
強
制
撤
去
の
よ
う
な
こ
と
は
で

き
な
い
よ
う
で
す
が
、
内
容
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】
久
喜
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
は
、
平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
空
き
家
に
関

し
て
草
が
生
え
て
い
る
と
か
、木
が
生
い
茂
っ

て
い
る
と
か
、
壊
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
と

か
、
子
ど
も
が
中
に
入
っ
て
危
な
い
と
か
、

そ
の
よ
う
な
情
報
を
皆
さ
ん
か
ら
お
知
ら
せ

い
た
だ
い
て
、
そ
の
状
況
を
把
握
し
て
か
ら

現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
現
地
調
査
の
結
果
、
危
険
が
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
に
は
、
消
防
や
警
察
に
連
絡
を

取
っ
て
早
急
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
緊
急
性

が
な
い
場
合
に
は
空
き
家
の
持
ち
主
を
探
し

ま
す
。

　
ま
た
、
持
ち
主
に
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
て
も
実
行
し
な
い
場
合
に
は
、
指
導
や
勧

告
、
命
令
な
ど
も
で
き
ま
す
。

　
持
ち
主
に
適
正
な
管
理
を
し
て
も
ら
う
こ

と
を
お
願
い
す
る
の
が
今
回
の
条
例
の
主
旨

に
な
り
ま
す
。

※
平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
条
例
施
行
日
前

ま
で
に
ご
相
談
の
あ
っ
た
物
件
を
含
め
、

現
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
の
結

果
、
空
き
家
の
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
て

い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
を
把

握
し
、
電
話
や
手
紙
に
よ
り
空
き
家
の
現

況
を
伝
え
、
適
正
な
管
理
を
依
頼
し
て
い

ま
す
。

く
だ
さ
い
。

【
回
答
】
圏
央
道
に
つ
い
て
は
、
東
北
道
の

久
喜
白
岡
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
白
岡
菖
蒲

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
が
平
成
23
年
５
月

29
日
に
開
通
し
ま
し
た
。

　
現
在
も
白
岡
菖
蒲
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
桶
川
北
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
区

間
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
区

間
の
開
通
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
26
年
度
以
降

と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
６
月
14

日
に
国
の
発
表
が
あ
り
、
平
成
26
年
度
に
開

通
す
る
予
定
と
変
更
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
久
喜
白
岡
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら

東
側
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
に
あ
る

境
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
区
間
が
平
成

26
年
度
の
開
通
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
境

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
筑
波
中
央
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
区
間
は
平
成
27
年
度

に
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
27
年
度
に
は
久
喜

か
ら
常
磐
道
ま
で
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
は
大
ま
か
な
開
通
に
は
な
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
平
成
27
年
度
で
ほ
ぼ
全
線

が
開
通
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

【
意
見
等
】
圏
央
道
の
開
通
予
定
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　
圏
央
道
が
い
つ
頃
開
通
す
る
の
か
教
え
て

久
喜
総
合
文
化
会
館
（
参
加
者
46
人
）

７
月
７
日
㈰　

９
時
30
分
〜
11
時
36
分

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜
（
参
加
者
66
人
）

７
月
７
日
㈰　

14
時
〜
15
時
53
分
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▲わし宮団地を走行する市内循環バス

▲市長説明の様子

【
意
見 

等
】
新
幹
線
の
側
道
に
信
号
機
を
設

置
す
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か

　
高
速
道
路
の
側
道
に
は
信
号
機
や
迂
回
路

が
あ
り
ま
す
が
、
新
幹
線
の
側
道
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
と
鉄
道
会
社
の
間
で
何
か
話
し

合
う
機
会
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

今
後
信
号
機
を
設
置
す
る
予
定
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

【
回
答
】
信
号
機
等
の
交
通
施
設
に
関
し
て

は
、
警
察
が
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

要
望
を
受
け
て
現
地
を
調
査
し
、
警
察
に
要

望
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
各
地
域
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い

て
は
、
行
政
区
長
を
通
し
て
書
面
で
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
後
、
市
が
現
場
確
認
を

行
っ
た
上
で
、
警
察
署
に
要
望
書
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

【
意
見
等
】
竜
巻
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
飛

ば
さ
れ
た
り
、
道
路
が
通
行
止
め
に
な
っ
た

り
し
た
場
合
の
連
絡
先
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
強
風
と
竜
巻
で
30
、
40
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

あ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
飛
ば
さ
れ
ま
し

た
。
田
ん
ぼ
の
ポ
ン
プ
小
屋
も
道
路
に
飛
ば

さ
れ
て
通
行
止
め
状
態
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
場
合
ど
こ
に
連
絡
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

【
回
答
】
風
水
害
が
あ
っ
た
場
合
は
、
行
政

区
長
に
情
報
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の

で
、
行
政
区
長
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
に
直
接
連
絡
を
す
る
場
合

に
は
、
農
業
関
係
で
あ
れ
ば
環
境
経
済
課
、

道
路
に
木
が
倒
れ
て
い
る
よ
う
な
と
き
に
は

建
設
課
に
連
絡
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

【
意
見
等
】
市
内
循
環
バ
ス
は
い
つ
ご
ろ
、

ど
の
よ
う
に
延
伸
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か

　
市
内
循
環
バ
ス
が
わ
し
宮
団
地
ま
で
延
伸

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
い
つ
ご
ろ
、
ど

の
よ
う
に
延
伸
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】
現
在
、
市
で
は
、
デ
マ
ン
ド
交
通

と
い
う
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
中
間
の
よ
う
な

交
通
の
運
行
を
菖
蒲
地
区
、
栗
橋
地
区
・
鷲

宮
地
区
で
始
め
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
あ
わ
せ
て
市
内
循
環
バ
ス
も
延
伸
す
る

予
定
で
す
。

　
わ
し
宮
団
地
へ
の
循
環
バ
ス
の
延
伸
に
つ

い
て
は
、
久
喜
駅
の
方
か
ら
ア
リ
オ
鷲
宮
を

通
っ
て
わ
し
宮
団
地
を
一
周
し
て
ア
リ
オ
鷲

宮
の
方
に
戻
っ
て
久
喜
駅
に
戻
る
よ
う
な

ル
ー
ト
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
在
バ
ス
会
社
や
タ

ク
シ
ー
会
社
と
交
渉
し
て
い
ま
す
の
で
、
秋

と
い
う
こ
と
で
、
正
確
な
日
時
ま
で
は
話
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
間
違
い
な
く
今
年

中
に
は
延
伸
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
市
内
循
環
バ
ス
路
線
は
平
成
25
年
10
月
22

日
か
ら
菖
蒲
三
箇
地
区
お
よ
び
わ
し
宮
団

地
へ
の
延
伸
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

な
延
伸
場
所
に
つ
い
て
は
、
菖
蒲
地
区
で

は
、
沖
新
田
集
会
所
前
、
三
箇
小
学
校
北

側
、
台
宮
五
、
寳ほ

う

光こ
う

院い
ん

入
口
の
計
４
か
所

の
バ
ス
停
留
所
を
設
け
て
い
て
、
わ
し
宮

団
地
に
つ
い
て
は
、
ア
リ
オ
鷲
宮
北
、
２

街
区
東
、
３
街
区
北
、
ゆ
う
・
あ
い
前
、

わ
し
宮
団
地
集
会
所
前
の
計
５
か
所
を
設

け
て
い
ま
す
。

※
デ
マ
ン
ド
交
通
は
菖
蒲
地
区
お
よ
び
栗

橋
・
鷲
宮
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
内

で
、
運
行
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
10

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
国
税
庁
お
よ
び
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
が
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

久
喜
市
長
賞

　
猪い

の

又ま
た　

彩あ
や

加か

（
菖
蒲
中
学
校
３
年
）

埼
玉
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
優
秀
賞

　
長は

せ

が

わ

谷
川　
彩あ

や

乃の

（
菖
蒲
南
中
学
校
３
年
）

　
鶴つ

る

田た　
沙さ

穂ほ

（
太
東
中
学
校
３
年
）

春
日
部
税
務
署
長
賞

　
西に

し

川か
わ　

安あ

珠す

佳か

（
久
喜
東
中
学
校
３
年
）

春
日
部
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
長
賞

　
新あ

ら

井い　
清せ

い

純
じ
ゅ
ん

（
久
喜
中
学
校
３
年
）

　
栗く

り

田た　
綾あ

や

乃の

（
久
喜
中
学
校
３
年
）

　
関せ

き　
美み

紗さ

希き

（
久
喜
南
中
学
校
２
年
）

　
尾お

池い
け　

緩ひ
ろ

子こ

（
栗
橋
西
中
学
校
３
年
）

　
石い

し

橋ば
し　

愛め
ぐ

美み

（
栗
橋
西
中
学
校
３
年
）

　
齋さ

い

藤と
う　

誠せ
い

悟ご

（
菖
蒲
中
学
校
３
年
）

　
長は

せ

が

わ

谷
川　
真ま

さ

大ひ
ろ

（
菖
蒲
南
中
学
校
３
年
）

　
木き

庭ば　
愛あ

い

可か

（
太
東
中
学
校
３
年
）

　
間ま

瀬せ　
彩あ

や

香か

（
鷲
宮
中
学
校
２
年
）

　
松ま

つ

本も
と　

純じ
ゅ
ん

平ぺ
い

（
鷲
宮
中
学
校
２
年
）

　
柳や

な
ぎ

田だ　
美み

月づ
き

（
鷲
宮
西
中
学
校
２
年
）

　
佐さ

さ々

木き　
桃も

も

香か

（
鷲
宮
西
中
学
校
１
年
）

　
風か

ざ

間ま　
勇ゆ

う

毅き

（
鷲
宮
東
中
学
校
１
年
）

　
窪く

ぼ

田た　
大ひ

ろ

晃あ
き

（
鷲
宮
東
中
学
校
３
年
）

　
金か

な

丸ま
る　

勇ゆ
う

人と

（
鷲
宮
東
中
学
校
２
年
）

問
合
せ　
市
民
税
課
市
民
税
係

　
　
　
　
（
内
線
２
６
８
３
）

鷲
宮
総
合
支
所
（
参
加
者
68
人
）

７
月
13
日
㈯　

９
時
30
分
〜
11
時
33
分

中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

●市民懇談会“市民との元気アップ懇談会”懇談の概要を報告します●
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項　目 内　　　容

運行エリア
「菖蒲地区」と「栗橋・鷲宮地区」のそれぞれの
エリア内のみの運行
※エリアを越えての運行は行いません。

運 行 日
月～土曜日
※日曜、祝日、年末年始（12／29～１／3）は運休
　となります。

運行時間帯 ７時（発時刻）～17時（発時刻）の間で運行し、
18時には運行を終了

運 行 車 両 リフト付きワゴン車両１台（10人以下の車両）と
セダン車両１台が各エリア内で運行

目 的 地
自宅、鉄道駅、公民館等の公共施設、医療機関、
金融機関、大規模店舗等の市が指定した目的地
※各エリアで異なります。

運 賃 １回の乗車につき300円
※割引運賃制度があります。

利用対象者 市内に在住・在勤・在学し、事前に利用者登録を
している方

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
市
民
の

方
へ
の
支
援
と
し
て
、
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
て
被
災
住
宅
の
改
修
等
を
行
う
場
合
、

返
済
利
子
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
住
宅　
市
内
に
所
在
し
、
か
つ
自
ら
居

住
す
る
個
人
住
宅

対
象
融
資　
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に

実
施
さ
れ
た
久
喜
市
勤
労
者
住
宅
貸
付
ま
た

は
金
融
機
関
の
住
宅
災
害
復
旧
資
金
貸
付

助
成
金
額　
対
象
融
資
の
年
２
％
以
内
の
金

利
相
当
額
（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
、

１
住
宅
あ
た
り
50
万
円
を
限
度

※
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
支
払
っ
た
利

子
分
を
毎
年
３
月
末
ま
で
に
補
助
し
ま
す
。

助
成
期
間　
融
資
実
行
日
か
ら
５
年
間

対
象　
次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
全
て
に
該
当

す
る
方

①
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
、

　
市
が
発
行
し
た
「
り
災
証
明
書
」
の
交
付

　
を
受
け
て
い
る
方

②
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
て
、
被
災
し

　
た
自
己
の
居
住
住
宅
の
改
修
等
を
行
う
方

③
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

申
請
に
必
要
な
書
類

①
住
宅
復
旧
資
金
利
子
補
給
金
交
付
申
請
書

②
り
災
証
明
書

③
貸
付
決
定
書
の
写
し

④
貸
付
金
償
還
表
の
写
し

⑤
支
払
利
子
証
明
書　
な
ど

申
請
期
間　
各
年
の
１
月
４
日
か
ら
31
日
ま
で

申
請
先
・
問
合
せ　
商
工
観
光
課
商
工
労
働

係
（
内
線
２
８
８
２
）
／
各
総
合
支
所
環
境

経
済
課
（
菖
蒲
・
内
線
２
１
７
／
栗
橋
・
内

線
２
４
５
／
鷲
宮
・
内
線
２
２
３
）

　改正道路交通法の一部が施行になり、
平成25年12月１日から、歩道のない道
路で左右に路側帯がある場合は、左側
の路側帯しか通行できないことになり
ました。

問合せ　生活安全課交通防犯係
　　　　（内線2634）

　
平
成
25
年
10
月
22
日
か
ら
、
「
菖
蒲
地
区
」
と
「
栗
橋
・
鷲
宮
地
区
」
の
そ
れ
ぞ
れ
を
対

象
エ
リ
ア
と
し
た
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
久
喜
市
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
決
ま
っ
た
時
間
に
決
ま
っ
た
ル
ー
ト
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス

や
、
自
由
な
時
間
に
自
由
な
場
所
で
乗
降
で
き
る
タ
ク
シ
ー
と
は
異
な
り
、
あ
ら
か
じ
め
利

用
登
録
を
し
た
方
が
、
電
話
な
ど
の
予
約
に
よ
り
、
自
宅
等
か
ら
目
的
地
、
目
的
地
か
ら
自

宅
等
ま
で
、
乗
り
合
い
に
よ
り
移
動
す
る
運
行
形
態
で
す
。

　
平
成
25
年
11
月
末
現
在
で
、
約
１
６
０
０
人
の
方
が
登
録
し
、
市
内
４
０
７
か
所
の
目
的

地
等
へ
日
々
運
行
し
て
い
ま
す
。
１
回
の
乗
車
に
つ
き
３
０
０
円
（
割
引
運
賃
制
度
有
り
）

で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
録
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
登
録
申
請
書
お
よ
び
案
内
チ
ラ
シ
は
、
生
活
安
全
課
、
各
総
合
支
所
市
民
課
、
各
公
共
施

設
等
に
配
架
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
生
活
安
全
課
交
通
防
犯
係
（
内
線
２
６
３
４
）

久
喜
市
デ
マ
ン
ド
交
通
を

久
喜
市
デ
マ
ン
ド
交
通
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

自転車の路側帯通行ルール
が変わりました

東
日
本
大
震
災
に
係
る
住
宅
改
修
資
金
借
入
の

返
済
利
子
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

広報　くき　2014（平成26年）.１ 10



　

市
内
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
に

勤
務
す
る
業
務
員
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
内
容　

校
内
環
境
美
化
業
務

勤
務
地　

市
内
小
・
中
学
校
、
幼

稚
園

勤
務
時
間　

７
時
30
分
か
ら
15
時

ま
で
の
う
ち
の
連
続
す
る
５
時
間

※
週
２
、
３
回
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

　

ン
勤
務

採
用
時
期　

4
月

賃
金　

時
給
８
１
０
円

申
込
期
限　

２
月
５
日
㈬　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

市
指
定
の

臨
時
職
員
登
録
申
込
書
（
学
務
課

で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、写
真
添
付
の
上
、

持
参
ま
た
は
郵
送
で
、
学
務
課
学

事
係（
〒
３
４
６

－

０
１
９
２　

菖

蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３
３
４
）へ

　

久
喜
市
栗
橋
・
鷲
宮
地
域
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
運
営
協
議
会
で

は
、
環
境
保
全
の
た
め
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

搬
入
す
る
と
き
は
、
泥
な
ど
の

汚
れ
を
落
と
し
、
異
物
、
異
素
材

（
ハ
ト
メ
、
マ
イ
カ
ー
線
な
ど
）

の
混
入
を
避
け
て
分
別
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
劣
化
し
た
も
の
、
分
別

さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
汚
れ
が
ひ

ど
い
も
の
、
規
定
の
大
き
さ
に
梱

包
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
受
け
入
れ
を
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

搬
入
で
き
る
方　

栗
橋
・
鷲
宮
地

区
の
農
業
者

収
集
で
き
る
素
材　

硬
質
系
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
（
水
稲
用
育
苗
箱
、
セ

ル
ト
レ
イ
、フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ナ
、

収
穫
コ
ン
テ
ナ
等
）

収
集
日
・
収
集
場
所

【
栗
橋
地
域
】
１
月
16
日
㈭　

13

時
30
分
〜
15
時
30
分　

Ｊ
Ａ
埼
玉

み
ず
ほ
豊
田
倉
庫

【
鷲
宮
地
域
】
１
月
16
日
㈭　

９

時
〜
11
時
30
分　

Ｊ
Ａ
埼
玉
み
ず

ほ
桜
田
支
店
／
１
月
17
日
㈮　

９

時
〜
11
時
30
分　

Ｊ
Ａ
埼
玉
み
ず

ほ
葛
梅
倉
庫

負
担
金　

１
㎏
に
つ
き
９
・
５
円

（
税
込
み
）

問
合
せ　

同
協
議
会
事
務
局
（
Ｊ

Ａ
埼
玉
み
ず
ほ
桜
田
支
店
内
）

☎
59
・
０
０
０
１

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
と
は
、

男
女
に
と
っ
て
幸
せ
な
社
会
を
目

指
す
こ
と
で
す
。
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

Ｙ

ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
（
埼
玉
県
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）
で
開
催

さ
れ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通
じ

て
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

２
月
８
日
㈯　

市
役
所
８

時
30
分
出
発
〜
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　
Ｙ
ｏ
ｕ

さ
い
た
ま
〜
川
越
市
蔵
造
り
の
町

並
み
〜
市
役
所
17
時
帰
着（
予
定
）

※
各
総
合
支
所
、
久
喜
駅
西
口
経

　

由
予
定
。
集
合
場
所
、
順
路
は

　

申
し
込
み
状
況
に
よ
り
決
定
し

　

ま
す
。市
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

定
員　

30
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

無
料

※
昼
食
・
飲
み
物
は
各
自
負
担

申
込
期
限　

１
月
17
日
㈮　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
（
「
体
験
学

習
ツ
ア
ー
」
・
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
年

齢
・
乗
車
場
所
を
明
記
）
で
、
人

権
推
進
課
男
女
共
同
参
画
係
（
内

線
２
３
２
２
／

22
・
３
３
１

９
）
へ

　
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
「
老

齢
年
金
」
な
ど
、
老
齢
（
退
職
）

を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
は
、

税
法
上
「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
「
老
齢
年
金
」
の

額
が
１
０
８
万
円
以
上
（
65
歳
以

上
の
方
は
１
５
８
万
円
以
上
）
の

方
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
を
源
泉

徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成
25

年
１
月
か
ら
12
月
中
に
「
老
齢
年

金
」
を
受
け
取
ら
れ
て
い
る
方
全

員
に
、
平
成
26
年
１
月
中
に
源
泉

徴
収
票
を
送
付
し
ま
す
。

　
源
泉
徴
収
票
は
、
年
金
以
外
に

給
与
収
入
等
の
所
得
が
あ
る
方
や

医
療
費
控
除
な
ど
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
方
が
、
確
定
申
告
を
す

る
と
き
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
「
障
害
年
金
」
や
「
遺

族
年
金
」
は
非
課
税
所
得
で
す
の

で
、
源
泉
徴
収
票
の
送
付
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た
場

　
合
の
再
交
付
は
、
春
日
部
年
金

　
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
春
日
部
年
金
事
務
所　

☎
０
４
８
・
７
３
７
・
７
１
１
２

年
金
コ
ラ
ム

小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
業
務
員

（
臨
時
職
員
）
登
録
希
望
者
募
集

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
日
の

お
知
ら
せ
（
栗
橋
・
鷲
宮
地
区
）

Ｗウ

ィ

ズ

ｉ
ｔ
ｈ　
Ｙユ

ー
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま

体
験
学
習
ツ
ア
ー
開
催

源
泉
徴
収
票
が

送
付
さ
れ
ま
す
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青
少
年
相
談
員
は
、
県
知
事
か

ら
委
嘱
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
助
け
る
た
め
に

活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

活
動
内
容　
子
ど
も
た
ち
の
話
し

相
手
や
遊
び
相
手
と
な
る
よ
う
な

活
動
の
企
画
・
実
施

応
募
年
齢
・
資
格　
満
18
歳
以
上

36
歳
以
下
の
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
で
、
活
動
に
積
極
的
に
参

加
で
き
る
方
（
高
校
生
は
除
く
）

※
申
し
込
み
の
際
に
顔
写
真
等
が

　
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
生
活
安
全
課
市
民
生

活
・
青
少
年
係（
内
線
２
６
３
３
）

蓮
田
市

子
育
て
で
つ
な
が
ろ
う
Ｍ

ミ

ニ

ｉ
Ｎ
ｉ

フ
ェ
ス
タ

日
時　
２
月
１
日
㈯　
10
時
〜
13
時

場
所　
蓮
田
市
総
合
市
民
体
育
館

（
パ
ル
シ
ー
）

内
容　
親
子
も
の
づ
く
り
教
室
、

子
ど
も
服
を
ｇゲ

ッ

ト

ｅ
ｔ
し
よ
う
！　
お

は
な
し
の
く
に
な
ど

問
合
せ　
蓮
田
市
子
ど
も
支
援
課

☎
０
４
８
・
７
６
５
・
１
７
１
５

幸
手
市

第
５
回
幸
手
水
仙
ま
つ
り

日
程　
１
月
中
旬
〜
２
月
下
旬

※
開
花
の
状
況
に
よ
り
期
間
を
変

　
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所　
権
現
堂
公
園
幸
手
桜
堤

内
容　
約
50
万
本
の
可
憐
な
水
仙

が
堤
を
彩
り
ま
す
。
幸
手
の
物
産

品
や
峠
の
茶
屋
自
家
製
パ
ン
の
販

売
な
ど
も
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
観
光
協
会
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.satte

　

-k.com
/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
権
現
堂
公
園
管
理
事
務

所　
☎
44
・
０
８
７
３

白
岡
市

「
新あ

ら

井い

白は

く

石せ

き

と
白
岡
」
展

日
程　
２
月
25
日
㈫
〜
３
月
５
日
㈬

場
所　
Ｊ
Ｒ
白
岡
駅
市
民
ミ
ニ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
白
岡
駅
自
由
通
路
）

内
容　
江
戸
時
代
に
野や

牛ぎ
ゅ
う

村
の
領

主
で
あ
っ
た
白
岡
市
ゆ
か
り
の
偉

人
「
新
井
白
石
」
の
パ
ネ
ル
展
示

問
合
せ　
白
岡
市
生
涯
学
習
課

☎
92
・
１
１
１
１（
内
線
２
７
２
）

宮
代
町

Ｚズ

ー

Ｏ
Ｏ
婚　

〜
苺

い
ち
ご

一い

ち

会え

〜

日
時　
２
月
22
日
㈯　
10
時
〜
17
時

場
所　
新
し
い
村
、東
武
動
物
公
園

内
容　
大
人
気
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト

「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
婚
」

対
象　
25
歳
〜
45
歳
の
独
身
男
女

各
25
人
（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　
７
０
０
０
円

申
込
期
間　
１
月
21
日
㈫
〜
26
日
㈰

申
込
み
・
問
合
せ　

新
し
い
村

☎
36
・
３
４
４
１

杉
戸
町

す
ぎ
と
七
福
神
め
ぐ
り

日
程　
前
半
（
８
・
５
㎞
）
徒
歩

コ
ー
ス　
２
月
15
日
㈯
／
後
半

（
６
・
６
㎞
）
徒
歩
コ
ー
ス　
２

月
22
日
㈯
／
タ
ク
シ
ー
コ
ー
ス

２
月
28
日
㈮

内
容　
飲
食
と
買
い
物
を
楽
し
み

な
が
ら
の
七
福
神
め
ぐ
り

定
員　
各
コ
ー
ス
20
人（
要
予
約
）

費
用　
前
半
・
後
半
コ
ー
ス　
各

コ
ー
ス
１
人
２
０
０
０
円
／
タ
ク

シ
ー
コ
ー
ス　
１
人
３
８
０
０
円

問
合
せ　
日
光
街
道
す
ぎ
と
七
福

神
事
務
局　
☎
32
・
０
３
４
２

　

栗
橋
宿
の
面
影
を
残
す
家
屋
の

絵
の
ほ
か
、
栗
橋
地
区
の
写
真
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
写
真
を
展
示
し

ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

１
月
19
日
㈰
〜
２
月
１
日

㈯　

10
時
〜
16
時

場
所　

県
道
羽
生
外そ

と

野の

栗
橋
線
沿

い
の
空
き
店
舗
（
地
図
参
照
）

※
車
で
お
越
し
の
方
は
ギ
ャ
ラ

　

リ
ー
向
か
い
の
専
用
駐
車
場
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

栗
橋
宿
ふ
れ
あ
い
推
進

協
議
会
事
務
局
〔
都
市
計
画
課

（
第
二
庁
舎
内
）
内
線
１
４
６
〕

久
喜
市
青
少
年
相
談
員
協
議
会

相
談
員
募
集

と
な
り
ま
ち
へ

行
こ
う

タ
ウ
ン
情
報

と
な
り
ま
ち

と
な
り
ま
ち
へへ

行
こ
う

行
こ
う

第
９
回
街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
催
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木造阿弥陀如来立像及両脇侍像

日
時　
２
月
４
日
㈫　
13
時
30
分
受
け
付
け

／
14
時
〜
15
時
30
分

場
所　
久
喜
総
合
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

※
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
ま
す
。

内
容　
「
人
権
問
題
の
課
題
〜
今
、
自
分
で

考
え
る
事
は
〜
」

講
師　
水み

ず

島し
ま

輝て
る

彦ひ
こ

さ
ん
（
部
落
解
放
同
盟
埼

玉
県
連
合
会
副
執
行
委
員
長
）

定
員　
３
０
８
人
（
当
日
会
場
先
着
順
）

入
場
料　
無
料

問
合
せ　
生
涯
学
習
課
人
権
教
育
係
（
菖
蒲

総
合
支
所
内
／
内
線
３
６
５
）

　
皆
さ
ん
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
ィ
ル
ス
）
感
染
者
や
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免

疫
不
全
症
候
群
）
患
者
を
好
奇
の
目
で
見
た

り
、
逆
に
自
分
に
は
関
係
な
い
こ
と
と
し
て

無
理
解
、
無
関
心
で
い
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
私
た
ち
は
誰
で
も
、
自
由
に
、
人
間
ら

し
く
生
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
誤
っ
た
知

識
が
も
と
で
多
く
の
感
染
者
や
患
者
が
病
気

だ
け
で
は
な
く
、
職
場
や
学
校
、
社
会
で
の

偏
見
や
差
別
に
悩
み
、
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
、
エ
イ
ズ
発
症
と
は

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
ヒ
ト
の

血
液
、
精
液
、
膣
分
泌
液
か
ら
感
染
し
ま
す
。

と
て
も
感
染
力
の
弱
い
ウ
ィ
ル
ス
で
、
空
気

感
染
は
し
ま
せ
ん
。
咳
や
く
し
ゃ
み
、
洋
式

便
座
、
つ
り
革
、
食
器
・
箸
の
共
用
、
風
呂

な
ど
で
は
、感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

感
染
経
路
は
、
性
的
接
触
に
よ
る
感
染
、
血

液
に
よ
る
感
染
、
母
子
感
染
に
よ
る
も
の
で

す
。
感
染
は
、
正
し
い
知
識
と
行
動
で
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
エ
イ
ズ
発
症
と
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
が
原
因

で
免
疫
機
能
が
下
が
る
こ
と
に
よ
り
か
か

る
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
総
称
で
す
。
自
覚

症
状
の
な
い
潜
伏
期
間
（
６
か
月
か
ら
15
年

以
上
）
を
経
て
エ
イ
ズ
を
発
症
し
ま
す
。
現

在
は
発
症
を
抑
え
る
薬
も
開
発
さ
れ
、
今
ま

で
ど
お
り
の
生
活
を
送
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
決
し
て
「
他
人
事
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
エ
イ
ズ
は
〃
特
別
な
人
の
病
気〃

で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
感
染
す
る
可
能
性
の
あ

る
感
染
症
の
一
つ
で
す
。
た
と
え
今
、
感
染

し
て
い
な
く
て
も
、
予
防
を
怠
れ
ば
、
将
来

誰
に
で
も
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
今
、
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と

　
な
ぜ
感
染
し
た
の
か
を
問
題
に
す
る
の
で

は
な
く
、
感
染
者
や
患
者
が
安
心
し
て
治
療

に
専
念
で
き
、
共
生
で
き
る
社
会
と
す
る
た

め
に
、
私
た
ち
に
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
エ
イ
ズ
の

正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
し
て
、
他
人
事
で
は
な
い
「
自
分

の
問
題
」と
し
て
と
ら
え
、
感
染
者
や
患
者
、

ま
た
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
、
支
え
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
課
健
康
企
画
係
（
内
線

３
４
２
２
）

　
こ
の
仏
像
は
、
一
つ
の
光こ

う

背は
い

（
仏
像
が
背

に
負
う
光
明
を
表
す
飾
り
）
に
三
体
の
仏
像

が
並
ぶ
一い

っ

光こ
う

三さ
ん

尊ぞ
ん

形け
い

式し
き

で
、
善
光
寺
式
阿
弥

陀
三
尊
と
呼
ば
れ
ま
す
。
中ち

ゅ
う

尊そ
ん

は
阿
弥
陀
如

来
で
、
目
は
玉ぎ

ょ
く

眼が
ん

（
目
玉
の
部
分
に
水
晶
を

は
め
こ
み
、
水
晶
の
裏
に
瞳
を
描
い
た
り
す

る
方
法
）
で
す
。
右
手
は
ひ
じ
を
曲
げ
て
上

方
に
あ
げ
掌

て
の
ひ
らを
前
に
向
け
、
左
手
は
垂す

い

下か

し

て
掌
を
前
に
向
け
て
い
ま
す
。
左ひ

だ
り

脇わ
き

侍じ

は
宝ほ

う

冠か
ん

（
宝
石
で
飾
っ
た
冠
）
に
化け

仏ぶ
つ

を
持
つ
観か

ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

で
す
。
右み

ぎ

脇わ
き

侍じ

は
宝
冠
に
宝ほ

う

瓶び
ょ
う

を
持

つ
勢せ

い

至し

菩ぼ

薩さ
つ

で
す
。
両
脇
侍
と
も
左
の
掌
を

上
に
向
け
、
右
の
掌
を
そ
れ
に
重
ね
て
い
ま

す
。光
背
に
は
五
仏
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
寸
法
は
、
中
尊
の
阿
弥
陀
如
来
は
像
高
38

㎝
、
台
座
は
６
・
５
㎝
。
左
脇
侍
の
観
音
菩

問
合
せ　
文
化
財
保
護
課
文
化
財
・
歴
史
資

料
係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３
７
３
）

薩
は
像
高
27
・
８
㎝
、
台
座
は
５
・
２
㎝
。

右
脇
侍
の
勢
至
菩
薩
は
像
高
28
㎝
、
台
座
は

５
・
３
㎝
。
光
背
は
高
さ
60
・
５
㎝
。
最
大

幅
は
37
・
７
㎝
で
す
。

　
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
は
、
長
野
市
の
善

光
寺
の
本
尊
（
秘ひ

仏ぶ
つ

）
と
い
わ
れ
る
阿
弥
陀

三
尊
像
を
模も

刻こ
く

し
て
造
ら
れ
た
飛あ

す
か鳥
時じ

代だ
い

風

の
一
光
三
尊
形
式
の
も
の
を
い
い
ま
す
。
浄じ

ょ
う

土ど

信し
ん

仰こ
う

に
結
び
つ
い
て
盛
ん
に
造
立
さ
れ
、

銅ど
う

造ぞ
う

が
多
い
も
の
の
、
鉄て

つ

造ぞ
う

・
木
造
も
あ
り

ま
す
。
現
存
の
も
の
と
し
て
は
甲
府
市
善
光

寺
の
建け

ん

久き
ゅ
う

６
年
（
１
１
９
５
）
の
銅
造
阿
弥

陀
三
尊
が
最
も
古
い
も
の
で
す
。

　
善
徳
寺
の
阿
弥
陀
三
尊
は
室
町
時
代
末
期

ご
ろ
の
作
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
久
喜
市
に
現

存
す
る
唯
一
の
善
光
寺
式
三
尊
と
し
て
貴
重

な
も
の
で
す
。　

　
久
喜
市
江
面
の
善ぜ

ん

徳と
く

寺じ

に
は
、
市
指
定
有

形
文
化
財
の
木も

く

造ぞ
う

阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

立り
ゅ
う

像ぞ
う

及お
よ
び

両り
ょ
う

脇わ
き

侍じ

像ぞ
う

が
あ
り
ま
す
。

久
喜
市
社
会
人
権
教
育
指
導
者

養
成
講
座
開
催

人権人権
それは愛それは愛

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、

エ
イ
ズ
発
症
者
の

人
権
に
つ
い
て

連
載　

久
喜
歴
史
だ
よ
り
（
第
27
回
）

市
内
唯
一
の

善ぜ

ん

光こ

う

寺じ

式し

き

阿あ

弥み

陀だ

三さ

ん

尊ぞ

ん
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塚
つか

田
だ

　利
り

一
いち

さん
（本町３）

宮
みや

野
の

　康
やす

雄
お

さん
（菖蒲町新堀）

小
こ

林
ばやし

　實
みのる

さん
（中里）

山
やま

田
だ

　加
か

藏
ぞう

さん
（栗橋）

金賞　中央保育園分園年長

高
たか

橋
はし

　凜
りん

さん

金賞　おばやし保育園年長

　渡
わた

辺
なべ

　優
ゆう

翔
と

さん

　
長
年
に
わ
た
り
、
旧
久
喜
市
代

表
監
査
委
員
と
し
て
尽
力
し
、
豊

富
な
知
識
と
実
務
経
験
に
よ
り
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
監
査
、
監

査
執
行
体
制
の
充
実
・
強
化
等
に

努
め
、
市
政
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
旧
菖
蒲
町
議

会
議
員
と
し
て
環
境
衛
生
、
建
設

経
済
等
の
分
野
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
旧
菖
蒲
町
議
会
議
長

を
務
め
、円
滑
に
議
会
を
運
営
し
、

町
政
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
旧
栗
橋
町
議

会
議
員
と
し
て
、
社
会
福
祉
、
教

育
、
環
境
衛
生
等
の
分
野
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
栗
橋
町

議
会
議
長
を
務
め
、
円
滑
に
議
会

を
運
営
し
、
町
政
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
、
農
業
行
政
の
振
興

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
遊
休

農
地
の
解
消
、
農
業
後
継
者
の
育

成
等
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
農

業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
毎
年
、
優
秀
な
技
能

者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
次
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

飯い
い

田だ　
多た

喜き

男お

さ
ん
（
製
菓
職
）

番ば
ん

場ば　
篤あ

つ
し

さ
ん
（
溶
接
工
）

髙た
か

田だ　
義よ

し

之ゆ
き

さ
ん
（
造
園
職
）

宇う

田だ

川が
わ　

昇の
ぼ
る

さ
ん
（
石
工
）

小こ

林ば
や
し　

冨ふ

美み

男お

さ
ん
（
大
工
）

（
写
真
は
右
か
ら
）

飯
田
さ
ん
、
番
場
さ
ん
、
田
中
市

長
、
髙
田
さ
ん
、
宇
田
川
さ
ん

問
合
せ　
商
工
観
光
課
商
工
労
働

係
（
内
線
２
８
８
２
）

　

平
成
24
年
３
月
に
策
定
し
た
「
久
喜
市
健
康
増
進
計
画
」
お
よ
び

「
久
喜
市
食
育
推
進
計
画
」
を
市
民
に
周
知
し
、
計
画
を
推
進
す
る
た

め
、
市
内
在
住
・
在
学
の
３
歳
以
上
の
幼
児
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、

健
康
づ
く
り
や
食
育
推
進
を
啓
発
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
月
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、
各
部
門
の
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
第
１
回
は
、
健
康
づ
く
り
・
食
育
推
進
部
門
「
幼
児
の
部
」
の
作
品

で
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
課
健
康
企
画
係
（
内
線
３
４
２
２
）

銀
賞　
ひ
ま
わ
り
保
育
園
年
長　
中な

か

野の　
亜あ

矢や

子こ

さ
ん

銀
賞　
中
央
保
育
園
分
園
年
長　
全ぜ

ん　
裕ゆ

う

真し
ん

さ
ん

銀
賞　
あ
お
ば
保
育
園
年
長　
遠え

ん

藤ど
う　

ひ
め
か
さ
ん

銀
賞　
あ
お
ば
保
育
園
年
長　
小こ

針ば
り　

萌め

生い

さ
ん

銀
賞　
あ
け
ぼ
の
東
幼
稚
園
年
少　
金か

な

澤ざ
わ　

美み

緩ひ
ろ

さ
ん

（
順
不
同
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

知
事
表
彰
（
地
方
自
治
功
労
）

知
事
表
彰
（
産
業
功
労
）

久
喜
市
優
秀
技
能
者
表
彰

健
康
づ
く
り
・
食
育
推
進
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の

入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
（
連
載
第
１
回
）
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▲全校生徒へのサミット報告

▲生徒会役員の話し合い ▲各フロアに「目安箱」設置

▲いじめ撲滅スピーチ

★保健福祉のために
森カラオケ教室さん 金100,000円
美人工房トコロんさん 金40,000円
久喜市鷲宮ゴルフ連盟さん 金37,500円
有和会さん 金29,206円
★スポーツ振興のために
久喜市ソフトボール協会久喜支部さん 金51,339円

還暦野球　鷲
わ し

宮
み や

コスモス

　私たちの団体は、野球が好きで好きでたまらない60
歳以上の男女が集まっているチームです。現在、79歳
を筆頭に36人が活動し、練習は週２回で、いつも20人
以上が参加しています。
　試合は、県還暦野球連盟主催の還暦春・秋大会、古
希リーグなど、年30試合程度行っています。
　また、温泉地での合宿や花見など、部員の親睦行事
も数多く実施し、チームワークは抜群です。
　野球が大好きで、家にじっとしていられない方、ぜ
ひ体を動かし、健康で丈夫な体を作りましょう。
活動日時　毎週水・土曜日　９時～13時
活動場所　市内および近隣野球場
問 合 せ　高

たか

木
ぎ

　☎58－7110／卯
う

月
づき

　☎58－5855

福
ふく

島
しま

　蒼
あお

葉
ば

くん（４歳）（左）
　　　葉

は

澄
すみ

ちゃん（１歳）（右）
（松永）

笑顔にはなまる！

髙
たか

木
ぎ

　萌
も

愛
え

ちゃん（５歳）（右）
　　　恒

こう

希
き

くん（１歳）（左）
（下早見）

元気に育ってね！

　今回は太東中学校と菖蒲中学校の取り組みと感想を掲載します。
問合せ　指導課指導係（菖蒲総合支所内／内線344）

　太東中学校では、サ
ミットのポスター作成
を全校で取り組み、意
識付けを図りました。
また、役員が現在行っていること、今後実行した
いことについて積極的に話し合いました。各学年
の授業や生活、行事の取り組みの様子の発表を継
続して行い、伝統の「当たり前が光る学校」を受
け継ぎ、落ちついた学校生活を築いていきたいと

思います。
　中学生サミットに参加
して、他校から学んだこ
とや、本校の良さを自覚
し、いじめゼロを生徒会
から発信していきます。

　菖蒲中学校では、「いじ
め撲滅スピーチ」活動と
「目安箱」の設置を行いま
した。「いじめ撲滅スピー
チ」活動とは、「いじめゼロ」に向けて、１分間
スピーチを行い、一人一人の気持ちを理解し合い
ます。また、「目安箱」は、生徒会が主体となっ
て学校への意見・要望・相談など、生徒一人一人

の考えを広く学校の中に反映
させることを目的として設置
しました。
　生徒会役員はサミットを通
して、今後も菖蒲中の生徒全
員が安心して生活できる学校
を目指し取り組んでいきます。

久喜市中学生サミット～③久喜市中学生サミット～③

第２回「久喜市中学生サミット」を開催しました第２回「久喜市中学生サミット」を開催しました

太東中学校 菖蒲中学校
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▲小・中学生による作文の発表

▲菖蒲幼稚園園児による歌の発表

▲菖蒲中学校全校生徒による「よさこいソーラン」

　12月２日㈪、久喜市商工会館で、「新久喜市商工
会開所式」が行われました。
　12月１日㈰から、久喜市商工会、菖蒲商工会、栗
橋商工会、鷲宮商工会の４商工会が合併し、新しい
「久喜市商工会」が発足しました。
　今回の合併により、新久喜市商工会は、会員数が
約2,600人となり、全国で８番目、埼玉県で４番目
の規模となりました。今後ますます市内商工業の発
展が期待されます。

　11月10日㈰、菖蒲総合支所前駐車場で、「久喜市
消防特別点検」が実施されました。
　消防団員による分列行進に始まり、消防団員の服
装規律や機械器具の点検、ポンプ車操法等が行わ
れ、日ごろの訓練の成果が披露されました。

　11月17日㈰、栗橋文化会館（イリス）と栗橋Ｂ＆
Ｇ海洋センターで、「栗橋やさしさ・ときめき祭
り」が開催されました。
　当日は天候に恵まれ、農産物の販売やはしご車搭
乗体験、栄養・健康相談などが行われ、多くの人で
賑わっていました。

　11月30日㈯、菖蒲文化会館（アミーゴ）で、菖蒲
地区「人権のつどい・少年の主張大会」が開催され
ました。
　小・中学生による人権標語や人権作文の発表、少
年の主張作文の発表が行われたほか、アトラクショ
ンとして市内幼稚園児や小・中学生による歌や太
鼓、ささら奉納、土

は

師
じ

一
いち

流
りゅう

催
さい

馬
ば

楽
ら

神
か ぐ ら

楽等の発表が行
われ、来場者から大きな拍手が送られていました。

消防特別点検消防特別点検

新久喜市商工会開所式新久喜市商工会開所式

菖蒲地区「人権のつどい・少年の主張大会菖蒲地区「人権のつどい・少年の主張大会」」

栗橋やさしさ・ときめき祭り栗橋やさしさ・ときめき祭り
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▲日本管楽合奏コンテストに出場し、最優秀グランプリ・
文部科学大臣賞を受賞した久喜東中学校吹奏楽部の代表生徒

▲全国中学校水泳競技大会に出場した

鷲宮中学校水泳部の染
そめ

谷
や

世
せ

奈
な

さん

▲全国中学校水泳競技大会に出場した

鷲宮東中学校水泳部の千
ち

田
だ

舞
ま

奈
な

美
み

さん

　11月24日㈰、総合運動公園市民グラウンドおよび
市内道路で、「久喜市駅伝競走大会2013」が行われ
ました。
　市内外から93チームが参加し、高校生以上の選手
は総合運動公園をスタートして市内約18㎞のコース
を、小・中学生の選手は同公園を周回するコースを
走行し、コース沿いから熱い声援を受けながら、一
生懸命タスキを繋いでいました。

　12月１日㈰、総合第１体育館で、「久喜市綱引大
会」が行われました。
　小学校低学年・中学年・高学年の部、成人の部に
分かれて行われ、合わせて98チームが参加しまし
た。数秒で決着する試合があれば、１分ほど続く白
熱した試合もあり、選手の掛け声と保護者等の歓声
で、会場は終始熱気に包まれていました。

　全国大会に出場した中学生が、11月21日㈭に田中
市長を表敬訪問しました。

　11月16日㈯、しみん農園久喜（緑風館）で、「し
みん農園久喜収穫祭」が開催されました。
　当日は、農産物品評会へ出品した野菜の展示・即
売と表彰式が行われたほか、とん汁、のし餅、うど
ん等の販売も行われ、来場者は収穫の秋を楽しんで
いました。

久喜市駅伝競走大会2013久喜市駅伝競走大会2013

久喜市綱引大会久喜市綱引大会

中学生が市長を表敬訪問中学生が市長を表敬訪問

しみんしみん農園久喜収穫祭農園久喜収穫祭
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交
通
遺
児

等
の
人
数

同
居
世
帯
の

総
所
得
額

１
人

２
７
４
万
円
以
下

２
人

３
１
２
万
円
以
下

３
人

３
５
０
万
円
以
下

４
人

３
８
８
万
円
以
下

５
人
以
上

４
２
６
万
円
以
下

〜
１
１
０
番
は
緊
急
通
報
で
す
〜

　
県
警
察
で
は
、
１
月
10
日
を

「
１
１
０
番
の
日
」
と
し
て
１
１

０
番
の
正
し
い
利
用
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。

　
県
警
察
に
は
、
平
成
25
年
１
月

か
ら
11
月
ま
で
の
間
に
約
60
万
件

の
１
１
０
番
通
報
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
約
３
割
が

不
要
不
急
の
通
報
で
す
。

　
１
１
０
番
通
報
に
適
さ
な
い
こ

れ
ら
の
数
多
く
の
通
報
は
、
緊
急

を
要
す
る
通
報
へ
の
対
応
を
遅
ら

せ
る
原
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
１
０
番
は
、
事
件
や
事
故
に

遭
っ
た
と
き
や
、
こ
れ
ら
の
事
件

等
を
目
撃
し
た
と
き
な
ど
に
利
用

す
る
緊
急
通
報
で
す
。

　
急
を
要
さ
な
い
要
望
・
相
談
・

苦
情・各
種
照
会
は
、け
い
さ
つ
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
最
寄
り

の
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る

方
や
言
葉
が
話
せ
な
い
方
が
事
件

や
事
故
に
遭
っ
た
際
に
は
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
１
１
０
番
や
メ
ー
ル
１
１
０
番

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
け
い
さ
つ
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
＃
９
１
１
０
ま
た
は
☎
０
４

８
・
８
２
２
・
９
１
１
０

○
警
察
署

久
喜
警
察
署　
☎
24
・
０
１
１
０

幸
手
警
察
署　
☎
42
・
０
１
１
０

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番

０
１
２
０
・
２
６
４
・
１
１
０

○
メ
ー
ル
１
１
０
番

http://saitam
a110.jp/

　
労
働
保
険
料
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
の
第
３
期
分
の
納
期
限

は
１
月
31
日
㈮
で
す
。

　
納
付
書
は
納
期
限
の
10
日
前
ご

ろ
に
事
業
所
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険

　
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で

は
、
県
民
を
対
象
に
、
交
通
遺
児

等
援
護
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

給
付
対
象
遺
児　
乳
幼
児
お
よ
び

小
・
中
・
高
等
学
校
な
ら
び
に
各

種
学
校
等
に
在
学
す
る
平
成
７
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
交
通

遺
児
等
で
、
次
の
表
に
掲
げ
る
世

帯
に
属
す
る
方

給
付
額　
年
額
10
万
円
（
遺
児
１

人
当
た
り
）

給
付
時
期　
４
月
末
（
予
定
）

申
請
書
類　
生
活
安
全
課
、
学
校

等
に
あ
る
し
お
り
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限
お
よ
び
提
出
先　
１
月

31
日
㈮
ま
で
に
、
み
ず
ほ
信
託
銀

行
浦
和
支
店
に
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
県
防
犯
・
交
通
安
全
課

☎
０
４
８
・
８
３
０
・
２
９
５
８

　
市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動

を
し
て
い
る
団
体
が
出
演
し
ま
す
。

日
時　
１
月
26
日
㈰　
９
時
30
分

開
場
／
９
時
45
分
〜
16
時

場
所　
久
喜
総
合
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

内
容　
合
奏
、
合
唱
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
創

作
ダ
ン
ス
、
吟ぎ

ん

詠え
い

、
舞
踊
、
謡

曲
、
演
劇
な
ど

入
場
料　

無
料

問
合
せ　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興

係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３

６
７
）

は
電
話
で
、
環
境
課
環
境
企
画
係

（
内
線
２
８
２
４
）
へ

　
栗
橋
地
区
の
内
池
・
中
川
周
辺

で
野
鳥
観
察
を
行
い
ま
す
。

日
程　
１
月
27
日
㈪　
９
時
30
分

狐
塚
ヘ
ル
シ
ー
パ
ー
ク
脇
駐
車
場

（
狐
塚
２
１
８
の
１
、
阿
佐
間
幸

手
線
沿
い
）
集
合
〜
12
時

場
所　
内
池
、
中
川
周
辺

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者

定
員　
25
人
（
申
込
順
）

費
用　
無
料

持
物　
双
眼
鏡
（
お
持
ち
の
方
）、

飲
み
物
、
雨
具

申
込
期
間　
１
月
14
日
㈫
〜
23
日

㈭　
９
時
〜
17
時

申
込
方
法
・
問
合
せ　
直
接
ま
た

日
時　
１
月
24
日
㈮　
10
時
〜
12
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

３
階
会
議
室
４

定
員　
15
人
（
申
込
順
）

費
用　
１
０
０
円

そ
の
他　
託
児
あ
り
（
申
込
順
10

人
／
１
人
２
０
０
円
、
２
人
目
か

ら
は
１
０
０
円
）

申
込
開
始　
１
月
10
日
㈮　
10
時

申
込
み
・
問
合
せ　
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
久
喜
ん
こ　

前ま
え

原は
ら

☎
０
９
０・
２
８
９
７・
３
８
９
８

徴
収
課　
☎
０
４
８
・
６
０
０
・

６
２
０
３

１
月
10
日
㈮
は

「
１
１
０
番
の
日
」

労
働
保
険
料
の

納
付
を
忘
れ
ず
に

交
通
遺
児
等
援
護
金
の

ご
案
内

久
喜
市
民
芸
術
祭

野
鳥
観
察
会

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

久
喜
ん
こ
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内
容　
初
心
・
初
級
・
中
級
・
上

級
者
別
の
教
室
と
親
子
フ
ァ
ミ

リ
ー
教
室

※
希
望
者
は
最
終
日
に
バ
ッ
ジ
テ

　
ス
ト
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

　
（
自
分
で
身
の
回
り
の
こ
と
が

　
で
き
る
子
ど
も
は
同
伴
不
要
）

定
員　
50
人
（
申
込
順
）

費
用　
中
学
生
以
上
２
万
５
０
０

０
円
／
小
学
生
以
下
２
万
３
０
０

０
円
（
宿
泊
費
、
交
通
費
、
保
険

料
、講
習
費
、
リ
フ
ト
券
代
含
む
）

※
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
代
２
日
分

　
（
大
人
３
０
０
０
円
／
小
人
２

　
０
０
０
円
）
、
レ
ン
タ
ル
ウ
エ

　
ア
代
（
２
０
０
０
円
）
は
別
途

　
自
己
負
担

申
込
開
始　
１
月
10
日
㈮

申
込
方
法
・
問
合
せ　
費
用
を
添

え
て
、
直
接
、
久
喜
市
ス
キ
ー
連

盟
事
務
局　
武た

け

井い

（
〒
３
４
６

－
０
０
０
６　
久
喜
市
上
町
９
の
６

☎
22
・
３
７
２
３
）
へ

日
時　
２
月
11
日
㈷　
９
時
受
け

付
け
／
13
時
終
了
（
予
定
）

場
所　
総
合
第
１
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

競
技
種
目　
①
親
子
二
人
跳
び

②
あ
な
た
も
挑
戦
「
な
わ
と
び
名

人
認
定
」　
③
長
な
わ
10
人
連
続

８
の
字
跳
び　
④
長
な
わ
10
人
な

ら
び
跳
び　
⑤
全
員
リ
レ
ー

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者

費
用　
①
②
１
人
１
０
０
円
（
２

種
目
重
複
し
て
も
１
０
０
円
）
、

③
④
１
チ
ー
ム
各
５
０
０
円
（
保

険
料
を
含
む
）

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

持
物　
と
び
な
わ
、
運
動
の
で
き

る
服
装
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

主
催　
久
喜
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会

申
込
期
限　
１
月
24
日
㈮

申
込
方
法
・
問
合
せ　
申
込
用
紙

（
生
涯
学
習
課
、
総
合
第
1
・
第

2
体
育
館
で
配
布
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
・
内
線

３
６
９
／

85
・
１
７
８
８
）
へ

日
時　
２
月
７
日
㈮　
12
時
30
分

開
場
／
13
時
〜
16
時

場
所　
さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お

み
や
大
ホ
ー
ル　

※
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
下
車
徒
歩
15
分

内
容　
基
調
講
演
、
市
町
村
職
員

（
事
務
系
・
建
築
職
）
に
よ
る
経

験
談
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

定
員　
１
３
０
０
人
（
当
日
会
場

先
着
順
）

費
用　
無
料

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.hitozuku

　

ri.or.jp/navi/event/s-f

　

orum
.php

）
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。

問
合
せ　
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ

く
り
広
域
連
合
人
材
開
発
部
市
町

村
職
員
担
当　
☎
０
４
８
・
６
６

４
・
６
６
８
１

日
程　
２
月
８
日
㈯
〜
９
日
㈰

（
１
泊
２
日
）　
５
時
30
分
市
役

所
集
合

場
所　
妙み

ょ
う

高こ
う

池い
け

の
平た

い
ら

温
泉
ス
キ
ー
場

日
時　
１
月
22
日
㈬　
14
時
30
分

〜
16
時

場
所　
久
喜
総
合
文
化
会
館
広
域

文
化
展
示
室

内
容　
「
み
ん
な
で
守
ろ
う
地
域

の
医
療
〜
救
急
医
療
現
場
の
声
か

ら
学
ぶ
〜
」

講
師　
幸こ

う

部べ

吉よ
し

郎ろ
う

さ
ん
（
Ｊ
Ａ
埼

玉
県
厚
生
連
久
喜
総
合
病
院
救
急

科
医
長
）
、
磯い

そ

吉よ
し

昭あ
き

さ
ん
（
埼
玉

東
部
消
防
組
合
消
防
局
救
急
課
副

主
幹
）
、
埼
玉
県
保
健
医
療
部
医

療
整
備
課

定
員　
１
０
０
人

◆
１

食
し
ょ
く

絵え

日
時　
２
月
２
日
㈰　
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

内
容　
卵
の
白
身
に
食
紅
を
加
え

乾
燥
さ
せ
た
粉
を
使
っ
て
、
紙
に

貼
り
、
絵
に
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生

定
員　
15
人
（
申
込
順
）

◆
２

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

日
時　
２
月
３
日
㈪　
10
時
30
分

〜
11
時

場
所　
鷲
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
さ
く
ら
）

内
容　
お
面
作
り
と
豆
ま
き

対
象　
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　
60
組
（
申
込
順
）

【
１

・
２

共
通
】

申
込
期
間　
１
月
12
日
㈰
〜
19
日
㈰

※
休
館
日
は
除
く

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

鷲
宮
児
童
館
へ

　
埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
の
仕
事

の
内
容
や
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
公
務
員
を
目
指
し
て
い
る
方
や

市
町
村
職
員
に
関
心
の
あ
る
方
な

ど
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

費
用　
無
料

主
催　
加
須
保
健
所
、
幸
手
保

健
所

申
込
み
・
問
合
せ　
幸
手
保
健
所

総
務
・
地
域
保
健
推
進
担
当　
☎

42
・
１
１
０
１
／

43
・
５
１
５

８
（
月
〜
金
曜
日　
９
時
〜
17
時
）

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

み
ん
な
で
跳
ぼ
う
よ

な
わ
と
び
フ
ェ
ス
タ

市
民
ス
キ
ー
教
室

埼
玉
県
市
町
村
職
員

採
用
情
報

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４

救
急
医
療
講
演
会

鷲
宮
児
童
館☎

58
・
７
０
５
４
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◆
健
康
相
談

日
時　

１
月
15
日
㈬　
13
時
30
分

〜
15
時

内
容　
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定・

尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
健
康
体
操

日
時　
１
月
21
日
㈫　
13
時
〜
14
時

内
容　
「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　
１
月
22
日
㈬　
10
時
〜
11
時

内
容　
パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を
使
っ

た
健
康
体
操

講
師　
小こ

林ば
や
し

靖や
す

子こ

さ
ん

※
各
催
し
は
、
60
歳
以
上
の
方
が

　
参
加
で
き
ま
す
。

－

鷲
宮
公
民
館

－☎
58
・
８
１
４
４

◆
鷲
宮
公
民
館
ま
つ
り
展
示
の
部

日
程　
①
２
月
4
日
㈫
〜
10
日
㈪

②
２
月
11
日
㈷
〜
17
日
㈪　
③
２

月
18
日
㈫
〜
25
日
㈫　
④
２
月
26

日
㈬
〜
３
月
４
日
㈫　
⑤
３
月
５

日
㈬
〜
11
日
㈫　
各
９
時
〜
19
時

※
各
初
日
の
午
前
と
各
最
終
日
の

　
午
後
は
準
備
等
に
よ
り
、
展
示

　
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
２
月
24
日
㈪
は
休
館
日

　
と
な
り
ま
す
。

場
所　
鷲
宮
公
民
館
ロ
ビ
ー

内
容　
①
絵
画
・
児
童
生
け
花
・

折
り
紙
・
俳
句
・
絵
手
紙　
②
絵

画
・
児
童
絵
画
・
絵
手
紙
・
ア
ー

ト
フ
ラ
ワ
ー
・
木
目
込
み
人
形　

③
書
道
・
絵
手
紙
・
押
し
花
・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク　
④
絵
画　
⑤
写
真

－

鷲
宮
図
書
館

－☎
58
・
１
０
０
２

◆
俳
句
入
門
講
座
（
初
め
て
の
俳

　

句
）

日
程　
２
月
１
日
・
８
日
・
15
日

各
土
曜
日　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

内
容　
初
め
て
俳
句
を
つ
く
る
方

の
た
め
の
入
門
講
座
で
す
。

講
師　
山や

ま

田だ

富と
み

朗ろ
う

さ
ん

定
員　
15
人
（
申
込
順
）

申
込
開
始　
１
月
18
日
㈯　
10
時

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

鷲
宮
図
書
館
へ

休
館
の
お
知
ら
せ

　
菖
蒲
図
書
館
は
、
特
別
整
理
等

の
た
め
、
１
月
22
日
㈬
か
ら
29
日

㈬
ま
で
休
館
し
ま
す
。
こ
の
間
、

菖
蒲
図
書
館
で
は
、
本
の
貸
し
出

し
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
菖
蒲
図
書
館
と
森
下
公

民
館
所
蔵
の
図
書
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約
も

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
相
談
事
例
】

　
あ
る
日
「
不
要
な
貴
金
属
を
買

い
取
り
ま
す
」
と
業
者
が
訪
問
し

て
き
た
。
母
親
か
ら
貰
っ
た
金
の

ネ
ッ
ク
レ
ス
を
見
せ
る
と
「
不
純

物
が
混
ざ
っ
て
い
る
」
と
言
い
、

５
０
０
０
円
で
買
い
取
っ
た
。
後

日
母
親
に
言
う
と
「
あ
れ
は
良
い

物
で
高
か
っ
た
の
よ
」
と
言
わ
れ

た
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き

る
の
か
。　
　
（
30
歳
代
女
性
）

【
ポ
イ
ン
ト
】

　
従
来
の
「
訪
問
販
売
」
に
加
え

て
「
訪
問
購
入
」
が
、
改
正
特
定

商
取
引
法
に
よ
り
規
制
の
対
象
と

な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①

不ふ

招し
ょ
う

請せ
い

勧か
ん

誘ゆ
う

（
飛
び
込
み
の
勧
誘

等
）
の
禁
止
、
②
業
者
の
連
絡
先

や
解
約
な
ど
を
記
載
し
た
書
面
の

交
付
、
③
物
品
の
引
き
渡
し
の
拒

絶
、
48
日
以
内
の
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
な
ど
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
改
正
埼
玉
県
消
費
生
活

条
例
で
は
、
改
正
特
定
商
取
引
法

で
適
用
除
外
と
さ
れ
て
い
る
着
物
、

中
古
車
、
書
籍
な
ど
も
含
め
、
全

て
の
物
品・権
利
の
買
い
取
り
型
取

引
が
規
制
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
突
然
の
業
者
訪
問
は
禁
止
さ
れ

　

て
い
ま
す
。
買
い
取
っ
て
も
ら

　

う
つ
も
り
が
な
い
な
ら
、
き
っ

　

ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

②
着
物
の
買
い
取
り
に
来
た
業
者

　

が
、
同
時
に
貴
金
属
の
買
い
取

　

り
の
勧
誘
を
す
る
こ
と
は
、
法

　

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
８
日
間

　

は
物
品
の
引
き
渡
し
を
拒
む
こ

　

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
手
元
に

　

置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
古
物
を
買
い
取
る
場
合
は
、

　

「
古
物
商
許
可
証
」
や
「
古
物

　

商
行
商
従
業
者
証
」
を
携
帯
し

　

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
話
を

　

聞
く
前
に
こ
の
許
可
証
の
提
示

　

を
求
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
強
引
な
勧
誘
・
居
座
り
や
「
貴

　

金
属
を
出
せ
」
と
強
く
迫
ら
れ

　

る
な
ど
不
安
を
感
じ
た
と
き
は
、

　

お
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

に
ご
相
談
く
だ
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困
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と
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活
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ー
春
日
部

☎
０
４
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７
３
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・
０
９
９
９

※
月
〜
金
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日
９
時
30
分
〜
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時

市
消
費
生
活
相
談
室　
21
ペ
ー
ジ

の
無
料
相
談
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
生
活
安
全
課
市
民
生

活
・
青
少
年
係
（
内
線
２
６
３
３
）

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３

市
立
図
書
館

公
民
館

くらしの

110番
情報

貴
金
属
等
の
「
訪
問
購
入
」
に
ご
注
意
! !
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内　　　容 日時・日程 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談

１月15日㈬
13時～15時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室、和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85－1111（内線215）

１月16日㈭
13時30分～15時30分

栗橋総合支所２階
第２・４会議室

栗橋総合支所総務管理課
☎53－1111（内線322）

１月27日㈪
10時～12時

鷲宮総合支所４階
405会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58－1111（内線318)

２月10日㈪
13時15分～16時15分

久喜総合文化会館
会議室、研修室１・２・３

人権推進課人権推進係
（内線2321）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】

1月17日・31日、2月7日　各金曜日
　13時～17時

市役所４階
相談室３

人権推進課男女共同参画係
（内線2322）

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜日、
祝日にあたる場合は翌日の
平日８時30分から）

２月10日㈪
13時30分～16時30分

鷲宮総合支所４階
406会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

２月20日㈭
13時30分～16時30分

市役所４階
第６会議室

栗橋総合支所２階
第４会議室

３月３日㈪
13時30分～16時30分

公文書館２階
第１会議室

菖蒲総合支所４階
第３集会室

行政相談
（国の事務に関すること）

１月15日㈬
13時30分～16時

市役所４階
第６会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

１月21日㈫
９時30分～12時

栗橋総合支所２階
第１・２会議室
鷲宮総合支所４階
406会議室

１月21日㈫
13時30分～16時

菖蒲総合支所４階
第２集会室

消費生活相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所３階
消費生活相談室 消費生活相談室　☎22－3925

※相談時間外は、生活安全課
　市民生活・青少年係
（内線2633）特設消費生活相談 １月27日㈪

10時～12時／13時～16時
栗橋総合支所２階
第１会議室

年金相談
【要予約】

１月15日㈬
９時～12時／13時～15時

鷲宮総合支所４階
控室

鷲宮総合支所市民課
☎58－1111（内線126）

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所第二庁舎１階
開発建築課

開発建築課建築指導係
☎22－1111（内線177）

内職相談 毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

商工観光課まで
お問い合わせください。

商工観光課商工労働係
（内線2881）

家庭児童相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

市役所１階子育て支援課
※電話相談可

子育て支援課子育て支援係
（内線3283）

子育て相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか／くぷる／すまいる

※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21－8596
くぷる　　☎55－1147
すまいる　☎59－7510　

児童相談 毎週月～金曜日（祝日・休館日を除く）
９時～16時

児童センター／鷲宮児童館
※電話相談可

児童センター　☎21－8181
鷲宮児童館　　☎58－7054

育児相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

各市立保育園
※電話相談可

面接相談
（学校生活、就学等に関すること）
【要予約】前日まで

１月15日・29日、
２月５日　各水曜日
14時30分～16時

中央幼稚園 指導課指導係
☎85－1111（内線342）

交通事故発生状況　11月　※(　)内は平成25年の累計
人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数
62

（624）
0

（８）
8

（73）
78

（706）
276

（3,143）
※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　11月　※(　)内は平成25年の累計
建　物 ２（39） 急　病 323（3,512）
車両・船舶 １（６） 交　通 68（ 649）
その他 １（30） その他 152（1,788）
火災件数 ４（75） 救急件数 543（5,949）

さくら☎21－0787／すみれ☎21－0120／ひまわり☎22－8246
あおば☎22－2566／中央☎23－6030／中央分園☎21－7870
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●無　料　相　談 市役所　☎ 22－1111／  22－3319



診療日 診療時間

１月５日㈰・12日㈰・19日㈰・
26日㈰、２月２日㈰・９日㈰ 19時～22時　

１月１日㈷・２日㈭・３日㈮・13
日㈷

14時～17時／
19時～22時　

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 １月15日㈬　受付：13時～13時45分 平成25年９月生まれ
10か月児健康診査 １月17日㈮　受付：13時～13時45分 平成25年３月生まれ
１歳６か月児健康診査 １月29日㈬　受付：13時～13時45分 平成24年６月生まれ
３歳児健康診査 １月28日㈫　受付：13時～13時45分 平成22年９月生まれ
乳幼児健康相談 １月16日㈭　受付：13時～14時
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ２月６日㈭　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

むし歯予防教室【要予約】２月５日㈬　受付：12時45分～13時 平成23年９月～12月生まれ
ママ・パパ教室【要予約】２月10日㈪ 出産予定日が平成26年５月～７月の妊婦とその家族
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
食生活相談【要予約】 １月20日㈪　９時～12時 市内在住者

―　菖蒲保健センター　―
　☎85－7021
◆ヨガ＆エアロビクスで正月太り解

消クラス

◆男を磨く！　おやじファイティン

グクラス（男性限定）

　こたつを飛び出して、楽しく体を
動かしませんか。ぽかぽか元気！脂
肪メラメラ！
日程　２月６日～３月27日の各木曜
日　全８回
①ヨガ＆エアロビクスで正月太り解
消クラス　13時15分～14時30分
②男を磨く！　おやじファイティン
グクラス（男性限定）　14時45分
～16時
※①②どちらかのクラスを選択して
ください。
場所　農業者トレーニングセンター
対象　おおむね40歳以上の市内在住
者で運動制限がない方
定員　①20人　②15人（①②とも申
込順）
費用　無料
持物　運動しやすい服装、室内用運
動靴、タオル、飲み物、ヨガマット
申込開始　１月10日㈮
申込方法　直接または電話で、菖蒲
保健センターへ

65歳以上の方へ

　高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種は、高齢者の肺炎の原因となる病原
体の中で、最も頻度の高い「肺炎球菌」による肺炎を予防するものです。
　市では、高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種の接種費用の一部を助成して
います。なお、任意の予防接種ですので、ワクチンの効果や副反応につい
て医師と相談の上、接種してください。
対象　次の①②のどちらも満たす方
①接種日に満65歳以上の市内在住者
②初めて肺炎球菌ワクチンを接種する方または過去に接種してから５年以
上経過している方
※接種後５年以内に接種すると初回接種より副反応の頻度が高くなると報
告されていますので、前回の接種から５年以上の間隔を空けて接種する
必要があります。
接種方法　お住まいの地区の保健センターに、直接または電話で申し込み、
予診票の交付を受けた後、市内の実施医療機関に予約の上、接種してくだ
さい。
接種期限　３月31日㈪
※平成26年度の実施内容等は詳細が決まり次第お知らせします。
費用　自己負担金5,000円（接種費用8,000円のうち市が3,000円を助成）
※生活保護世帯の方、中国残留邦人等の支援給付を受けている方は全額を
助成します。（証明となるものを医療機関の窓口に提示してください。）
※受診時に発熱等の体調不良で接種ができなかった場合、診察料がかかる
ことがあります。
持物　予診票、自己負担金（5,000円）、健康保険証など
申込み・問合せ　各保健センター

高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種はお済みですか
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久喜・白岡休日夜間急患診療所　☎＆ 　21－9090

診療科目　内科・小児科

受付時間　診療開始30分前から終了30分前まで

所在地　本町５－10－47（中央保健センター併設）

※お問い合わせは診療時間内にお願いします。

●埼玉県救急医療情報センター（医療機関案内）

　☎048－824－4199【24時間対応】
　（歯科・精神科案内と医療相談は除く）

●小児救急電話相談

♯8000　☎048－833－7911
受付時間　月～土曜日　19時～翌朝７時／
　　　　　日曜日、祝日、年末年始　９時～翌朝７時

●埼玉県精神科救急情報センター
（緊急的な精神科医療相談・医療機関案内）

　☎048－723－8699
受付時間　月～金曜日　17時～翌朝８時30分／
　　　　　土・日曜日、祝日　８時30分～翌朝８時30分



事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査
１月10日㈮　受付：13時～13時45分 平成25年９月生まれ
２月７日㈮　受付：13時～13時45分 平成25年10月生まれ

10か月児健康診査 ２月６日㈭　受付：13時～13時45分 平成25年３月生まれ
１歳６か月児健康診査 １月30日㈭　受付：13時～13時45分 平成24年７月生まれ
３歳児健康診査 １月29日㈬　受付：13時～13時45分 平成22年９月生まれ
乳幼児健康相談 １月15日㈬　受付：９時30分～11時
離乳食のすすめ方教室
【要予約】

１月10日㈮　10時～11時30分２月７日㈮ 5～7か月児の保護者

ママ・パパ教室【要予約】 １月14日㈫・18日㈯ 出産予定日が平成26年４月～５月の妊婦とその家族
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
食生活相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
精神保健福祉士によるここ
ろの健康相談【要予約】 ２月３日㈪　13時30分～15時30分 意欲低下やひきこもり傾向にある方等

※家族などからの相談も可
不登校・ひきこもり家族の
つどい

１月20日㈪、２月10日㈪　14時～16時
場所：中央公民館 登校拒否・不登校・ひきこもりで悩んでいる家族

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ２月５日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成25年９月～10月生まれ
10か月児健康診査 １月14日㈫　受付：12時30分～12時50分 平成25年２月～３月生まれ
１歳６か月児健康診査 １月15日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成24年５月～６月生まれ
乳幼児健康相談 ２月３日㈪　受付：13時30分～15時
むし歯予防教室 １月29日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成23年９月～12月生まれ
ママ・パパ教室【要予約】 ２月７日㈮ 出産予定日が平成26年６月～９月の妊婦とその家族

健康体操 １月23日㈭　13時30分～15時
場所：農業者トレーニングセンター おおむね40歳以上の市内在住者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
食生活相談【要予約】 １月27日㈪　９時～12時 市内在住者

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 １月21日㈫　受付：13時～13時30分 平成25年９月生まれ
10か月児健康診査 ２月４日㈫　受付：13時～13時30分 平成25年３月16日～４月30日生まれ
１歳６か月児健康診査 １月14日㈫　受付：12時50分～13時30分 平成24年６月９日～７月15日生まれ
３歳児健康診査 １月28日㈫　受付：13時～13時30分 平成22年９月生まれ

乳幼児健康相談 １月20日㈪、２月10日㈪
受付：９時30分～11時

ママ・パパ教室【要予約】 １月21日㈫、２月６日㈭ 出産予定日が平成26年４月～７月の妊婦とその家族
むし歯予防教室 １月30日㈭　受付：13時～14時 平成23年９月～12月生まれ
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 １月31日㈮　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

コアラ（障がいのある子ど
もの保護者のつどい） １月28日㈫　９時30分～11時30分 心や身体にハンデのある子どもの保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
食生活相談【要予約】 １月17日㈮　９時～12時 市内在住者

ウオーキング体操 ２月６日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

ダンベル体操 １月16日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

わかちあいるーむ（精神障
がい者の家族のつどい） １月16日㈭　13時30分～15時30分 精神障がい者とその家族

精神保健福祉士によるここ
ろの健康相談【要予約】 １月16日㈭　13時30分～15時30分 意欲低下やひきこもり傾向にある方等

※家族などからの相談も可

　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で受診
や参加を希望される場合は各保健センターにお問い合わせください。
　また、乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、言語聴覚士による個別相談を実施し
ています。日程等については、各保健センターにお問い合わせください。

保健センターの保健事業 １月10日㈮～２月10日㈪（１月１日～９日は広報くき12月１日号に掲載）
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●健康コーナー
中央保健センター☎21－5354／菖蒲保健センター☎85－7021

栗橋保健センター☎52－5577／鷲宮保健センター☎58－8521



問合せ　市選挙管理委員会事務局（内線2247）

　平成26年４月24日任期満了に伴
う市長選挙および市議会議員一般
選挙において、公職の候補者等や
後援団体は、次に掲げる寄附等が
禁止されます。
①公職の候補者等が政治教育集会
に関して実費の補償をすること
②後援団体が設立目的で行う行事
等において寄附すること
③後援団体の総会、その他の集
会、見学、旅行等の行事におい
て選挙区内にある者に対し、供
応接待または記念品を供与する
こと
④公職の候補者等が資金管理団体
を除く自己の後援団体に対し寄
附すること
寄附禁止期間　１月24日㈮～４月
20日㈰
問合せ　市選挙管理委員会事務局
　　　　（内線2247）

　市選挙管理委員会では、若者が実際に選挙事務を経験することによっ
て選挙への関心を高めていただくため、市長選挙および市議会議員一般
選挙の投票事務に従事する臨時職員（学生）を募集します。
応募資格　次の①から⑥までの全てを満たす方
①選挙の重要性を認識し、投票の秘密を守ることができる方
②市内在住の大学生、短期大学生、専門学校生等で満18歳以上の方（高
校生を除く）または市内の大学に通学している方
③選挙人へ疑念を抱かせることのないよう、公務にふさわしい態度、服
装、頭髪、言葉遣いができる方
④投票事務は、長時間にわたるため、それに耐えられる健康な方
⑤投票日当日は、早朝に集合するため、投票所までの通勤手段が確保で
きる方
⑥選挙立候補予定者の関係者（家族、親族、運動員等）でない方
勤務日時　前日準備…４月19日㈯　13時～15時／投票日当日…４月20日
㈰　６時30分～20時30分
※終了時間は予定／休憩時間有り
募集人数　若干名
賃金　1万2,963円（時給810円、通勤費相当額支給の場合有り）
※投票日当日の食事は各自で用意してください。
申込期限　２月14日㈮　必着
応募方法・問合せ　市指定の臨時職員登録申込書（人事課、各総合支所
総務管理課で配布。市ホームページからもダウンロード可。）または市
販の履歴書に必要事項を記入の上、直接または郵送で、市選挙管理委員
会（〒346－8501　所在地記入不要　内線2247）へ

　平成26年４月24日任期満了に伴う市長選挙と市議会議員一般選挙を次の日程で行います。
告 示 日　４月13日㈰
投票日時　４月20日㈰　７時～20時
○立候補予定者説明会
日時　３月７日㈮　14時
場所　久喜総合文化会館広域文化展示室（市長選挙と市議会議員一般選挙の説明会を同時に行います。）
※出席者は１候補者につき３人以内としてください。

４月20日㈰
久喜市長選挙久喜市長選挙

久喜市議会議員久喜市議会議員
　一般選挙　　一般選挙　

投票日が決まりました

投票日　４月４月2020日日㈰㈰

選挙に関する任期満了日
90日前からの寄附等の禁止

市長選挙および市議会議員一般選挙の
投票事務の臨時職員（学生）募集
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